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はじめに
近代日本における廃娼運動は、1872（明治 5）年のマリア＝ルス号事件を契機と
して発せられた二つの法令に始まる(1)。人身売買の禁止・奉公人の年期（季）期
限の制限、および芸娼妓の解放とこれに関する金銭貸借訴訟の不受理を宣言した、
同年 10月の太政官第 209号布告「芸娼妓解放令」および、いわゆる牛馬切ほどき
令として知られる司法省第 22号である。
明治 5年 10月 2日の太政官第 295号布告
一人身ヲ売買致シ終身又ハ年期ヲ限リ其主人ノ存意ニ任セ虐使致シ候ハ人倫
ニ背キ有マシキ事ニ付古来制禁ノ処従来年期奉公等種々ノ名目ヲ以テ奉公
(1)明治以降における公娼史および廃娼運動史に関する文献は数多くあるが、とりあえず、
伊藤秀吉『日本廃娼運動史』（廓清会婦人嬌風会廃娼連盟、1931年）、同『紅燈下の彼女
の生活』（実業之日本社、1931年）、竹村民郎『廃娼運動』（中公新書、1982年）、山本俊
一『日本公娼史』（中央法規出版、1983年）、鈴木裕子編『人権（廃娼 1）自由廃業運動
と廃娼連盟の創立（日本女性運動資料集成第 8巻）』（不二出版、1997年）など、参照。
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住為致其実売買同様ノ所業ニ至リ以ノ外ノ事ニ付自今可為厳禁事
（中略）
一娼妓芸妓等年季奉公人一切解放可致右ニ付テノ貸借訴訟総テ不取上候事
は、人身売買の禁止を再確認するという趣旨で、年期（季）奉公に名を借りた「売
買同様ノ所業」を厳禁し、芸娼妓ら年期奉公人の解放と彼女らに関係する貸借訴訟
を裁判所で受理しない旨を宣言した。
次いで、同月 9日に発せられた司法省第 22号
一人身ヲ売買スルハ古来ノ制禁ノ処年季奉公等種々ノ名目ヲ以テ其実売買同
様ノ所業ニ至ルニ付娼妓芸妓等雇入ノ資本金ハ臓金ト看做ス故ニ右ヨリ苦
情ヲ唱フル者ハ取糺ノ上其金ノ全額ヲ可取揚事
一同上ノ娼妓芸妓ハ人身ノ権利ヲ失フ者ニテ牛馬ニ異ナラス人ヨリ牛馬ニ物
ノ返弁ヲ求ムルノ理ナシ故ニ従来同上ノ娼妓芸妓ヘ借ス所ノ金銀並ニ売掛
滞金等ハ一切債ルヘカラサル事
但シ本月二日以来ノ分ハ此限ニアラス
一人ノ子女ヲ金談上ヨリ養女ノ名目ニ為シ娼妓芸妓ノ所業ヲ為サシムル者ハ
其実際上則チ人身売買ニ付従前今後可及厳重ノ所置事
によって、抱主・芸娼妓間の「金銀並ニ売掛滞金等」の債権が無効とされたのであ
る。
さらに、明治政府は、1875（明治 8）年 8月 14日の太政官第 128号布告におい
て、
金銭貸借ニ付引当物ト致候ハ売買又ハ譲渡ニ可相成物件ニ限リ候ハ勿論ニ
候処地方ニ寄リ間ニハ人身ヲ書入致候者モ有之哉ノ趣右ハ厳禁ニ候条此旨
布告候事
但期限ヲ定メ工作使役等ノ労力ヲ以テ負債ヲ償フハ此限ニアラス
と定め、金銭貸借に際して人身を抵当とすることを禁止する旨をダメ押し的に命じ
た。
右の明治 5年太政官第 209号布告にしたがって、和歌山・鹿児島・埼玉などの
県会において廃娼決議がなされ、さらに自由民権運動隆盛期の 1882（明治 15）年
には、群馬県会でも同様の決議がなされたりしたのだが、全国的な公娼廃止は容易
には実現しなかった。
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1873（明治 6）年 5・7月に定められた「改定律例」中の売春処罰規定（犯姦条
例）が、1876（明治 9）年 1月に廃止され、また、各府県において、明治 5年法の
後まもなく、芸娼妓や貸座敷営業を取締まる―裏面から言えば「公認」する―法令
が相次いで定められ、明治 5年法は、有名無実化されていった。例えば、東京府で
は、明治 6年 12月に「貸座敷渡世規則」・「娼妓規則」・「芸妓規則」が定められて、
形式的には、地方官が管理する芸娼妓に対して貸座敷業者が座敷を貸すという形式
がとられたのである（以後、明治 9年・15年・20年・22年に改定）(2)。
こうしたことから、明治 5年法は、布達後まもなく実際的効力を失ったと解さ
れてきた。しかし、近年の研究によれば、明治 10年代初め、東京・大阪地方裁判
所および東京上等裁判所において、芸娼妓の稼業契約を、明治 5年法に依拠して、
「人身ノ自由」の拘束として無効と判示した例や、前借金契約について無効とした
判決例が報告され(3)、また、芸娼妓の自由廃業を認めた 1891（明治 24）年 4月 8
日の松山地方裁判所判決も紹介されている(4)。こうした研究によって、従来考え
られていた以上に、明治 5年法が、裁判所において規範的拘束力を持ち続けていた
ことが明らかとなってきた。
ちなみに、その後、日本キリスト教婦人矯風会（1886［明治 19］年発足、会頭
矢島楫子）が、禁酒と貞操を運動目標に掲げ、1888（明治 21）年、一夫一婦制と
海外醜業婦取締の建白書を元老院に提出、国会開設後も繰り返し請願運動を行い、
1900（明治 33）年には、同会の全面的支援をうけて、名古屋で、米国人宣教師モ
ルフィの後援により、娼妓契約の破棄を求める訴訟が提起され、名古屋地裁および
同控訴院で勝訴判決を勝ち取ったことが知られている。また、救世軍（1895［明
治 28］年発足、山室軍平）もまた、貧民救済を軸にキリスト教に基づく市民道徳
運動を展開、「醜業婦人救済号」と銘打って機関紙『ときのこゑ』（日本版）を発行
するなど、廃娼を目標に、娼妓の自由廃業に対して積極的・献身的な援助活動を
行った。このほか、二六新報社の廃業支援活動も忘れてはならない(5)。
(2)『東京市史稿 市街篇』55巻、757頁以下。なお、東京府における三規則の立案過程や、
他の府県の動向については、山本俊一・前掲『日本公娼史』122頁以下、参照。
(3)山中至「芸娼妓契約と判例理論の展開」（『法制史研究』第 41号、1992年）。
(4)矢野達雄「裁判史料を読む―「坊ちゃん」と温泉と廃娼裁判―」（石川一三夫・矢野達雄
編著『法史学への旅立ち』法律文化社、1998年、のち、矢野『法と地域と歴史と』創風
社、2004年）。
(5)なお、村上一博「芸娼妓契約無効論と公娼自廃の戦術」（山泉進・村上一博編『布施辰治
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また、右の名古屋の事例以前に、函館地裁から函館控訴院を経て上告された二件
の事例で、大審院が、娼妓契約は「身体ノ拘束ヲ目的トスル契約」であって無効だ
と判示したことも知られている（明治 29年第 6号「娼妓廃業届書調印請求」事件：
明治 29年 3月 11日 大審院第 2民事部判決【民録 2輯 3巻 50頁】、明治 32年オ
第 77号「娼妓廃業届書ニ調印請求」事件：明治 33年 2月 23日 大審院第 2民事
部判決）。そして、この大審院判決を受けて、1900（明治 33）年 10月「娼妓取締
規則」（内務省令第 44号）が制定されて、法制度上は、娼妓の由廃業が認められる
―ただし、前借金契約は有効―に至るのである。
本稿では、まずは、明治 5年法の効力という点に注目して、国際日本文化研究セ
ンターの民事判決原本データベースから、芸娼妓に関する下級審裁判所の判決例
（大審院判決は含まない）全 121件を紹介することにしたい。時期的には、明治 23
年以前のものが大半であるが、24年以降のものも数件含まれている（明治 24年以
降の芸娼妓関係判決例および大審院判決例については、調査結果が纏まり次第、紹
介したいと考えている）。内容的には、廃業請求ないし廃業差拒請求にとどまらず、
約定履行・出稼催促・稼金精算・属籍氏名詐称・貸金請求なども含まれており、芸
娼妓をめぐる紛争と判決例の全体像を見渡すことができるであろう。もっとも、約
定履行あるいは貸金請求などの一般的な訴名で、実質的に芸娼妓契約をめぐる法律
問題が争われたケースが、他にも存在する可能性があるが、これらについては、他
日、補足する機会を持ちたい。
芸娼妓関係判決 121件を判決言渡年月日順に整理すると【A】のようになり、こ
れを、芸妓と娼妓、および裁判所毎に分けて整理したのが【B-1】【B-2】である。
【A】芸娼妓関係判決一覧（判決言渡年月日順）全121件
事件名 裁判所名 判決年月日 参考
明治 9年
1「芸娼妓解放ノ儀」 鶴岡県聴訟民事掛 M09・03・10上申
2「貸金催促之訴」 東京裁判所 M09・04・14判決 3控訴審
研究』日本経済評論社、2010年）参照。
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3「貸金催促ノ一件」（控訴） 東京上等裁判所 M09・10・―判決 2初審
明治 10年
4「芸妓預人引戻ノ訴訟」 東京裁判所 M10・11・21判決
明治 11年
5「娼妓廃業故障一件」（控訴） 東京上等裁判所 M11・09・12判決 横浜裁判所
明治 12年
6「娼妓廃業取戻ノ訴訟」 東京裁判所 M12・02・17判決 7控訴審
7「娼妓廃業取戻シノ一件」（控訴） 東京上等裁判所 M12・06・16判決 6初審
8「芸妓出稼約定履行ノ訴訟」 東京裁判所 M12・05・17判決
9「娼妓取戻ノ訴訟」 東京裁判所 M12・05・22判決
10「娼妓稼廃業ノ訴訟」 東京裁判所 M12・09・30判決 11控訴審
11「娼妓出稼廃業一件」（控訴） 東京上等裁判所 M12・12・22判決 10初審
明治 13年
12「娼妓稼履行ノ訴訟」（控訴）
東京上等裁判所 M13・01・23判決 静岡裁判所浜松支庁
13「娼妓廃業調印請求ノ訴訟」 東京裁判所 M13・01・31判決
14「娼妓廃業鑑札取戻之訴訟」 東京裁判所 M13・03・18判決
15「娼妓廃業拒障ノ訴訟」（控訴）
東京上等裁判所 M13・05・20判決 横浜裁判所
16「娼妓廃業拒障除一件」（控訴）
東京上等裁判所 M13・06・30判決 横浜裁判所
17「抱芸妓取戻ノ訴訟」 東京裁判所 M13・10・30判決
18「娼妓廃業差拒ノ訴訟」 東京裁判所 M13・10・30判決
19「娼妓営業定約履行ノ訴」 松江裁判所鳥取支庁 M13・11・30判決
273
明治大学　法律論叢 87巻 2・3号：責了 book.tex page274 2014/12/17 10:34
法律論叢 87巻 2・3合併号
明治 14年
20「芸妓立戻ノ詞訟」 東京裁判所 M14・03・18判決
21「娼妓約定履行之訴訟」 東京裁判所 M14・03・30判決 22控訴審
22「娼妓約定履行ノ訴」（控訴） 東京控訴裁判所 M15・04・05判決 21初審
23「娼妓稼金精算ノ詞訟」 東京裁判所 M14・06・30判決 24控訴審
24「娼妓稼金精算ノ詞訟」（控訴） 東京上等裁判所 M14・11・08判決 23初審
25「芸妓稼違約」 神戸裁判所 M14・07・11判決
26「娼妓営業鑑札返上願書ニ押印ヲ要ムルノ詞訟」
名古屋裁判所 M14・08・11判決
27「娼妓鑑札返上差拒ノ訴訟」 名古屋裁判所 M14・09・14判決
28「娼妓廃業連署差拒ノ訴訟」 東京裁判所 M14・10・29判決
29「娼妓廃業約定履行ノ訴訟」 東京裁判所 M14・11・24判決
30「芸娼妓稼中花山張取戻ノ訴」 京都裁判所 M14・12・15判決
31「娼妓稼計算訳立ノ詞訟」（控訴）
大阪上等裁判所 M14・―・―判決 大阪裁判所堺支庁
明治 15年
32「芸娼妓兼業中積立稼金請求ノ訴訟」
大阪始審裁判所 M15・04・07判決 33控訴審
33「芸娼妓兼業中積立稼金請求」（控訴）
大阪控訴裁判所 M16・11・14判決 32初審
34・35関連
34「芸妓営業ノ指令取戻ノ訴訟」大阪始審裁判所 M15・04・―判決 35控訴審
35「芸妓営業中指令取戻」（控訴） 大阪控訴裁判所 M15・09・―判決 34初審
32・33関連
36「娼妓廃業届書ニ捺印方請求之詞訟」 松江始審裁判所 M15・04・15判決
37「娼妓鑑札返上書面幷寄留帰宅届等ノ書面ヘ調印ノ訴訟」
岡崎始審裁判所 M15・05・26判決
38「芸妓給金取戻ノ訴訟」 日本橋区治安裁判所 M15・06・22判決
39「娼妓廃業願書ヘ調印差拒ミノ訴訟」
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東京始審裁判所 M15・06・29判決 40控訴審
40「娼妓廃業願書調印差拒ノ詞訟」（控訴）
東京控訴裁判所 M15・10・30判決 39初審
41「娼妓廃業約定履行ノ詞訟」名古屋始審裁判所 M15・07・29判決 42控訴審
42「娼妓廃業約定履行ノ詞訟」（控訴）
名古屋控訴裁判所 M15・11・04判決 41初審
43「娼妓廃業差拒解除之訴訟」 岡崎始審裁判所 M15・08・16判決
44「芸妓営業約定履行ノ詞訟」 名古屋始審裁判所 M15・08・16判決
45「貸金催促ノ訴訟」 東京始審裁判所 M15・09・27判決 46控訴審
46「貸金催促ノ訴訟」（控訴） 東京控訴裁判所 M16・05・16判決 45初審
47「芸娼止業幷計算訳立ノ件」 神戸始審裁判所 M15・09・30判決
48「芸妓約定違変之訴」（控訴） 大阪控訴裁判所 M15・10・12判決 金沢裁判所
49「娼妓出稼催促之訴訟」 新潟始審裁判所 M15・12・12判決
50「芸妓契約金滞ノ訴訟」 本所区治安裁判所 M15・12・16判決 51控訴審
51「芸妓契約金滞之詞訟」（控訴） 東京始審裁判所 M16・01・31判決 52初審
52「娼妓出稼ニ付約定違変ノ詞訟」 名古屋始審裁判所 M15・12・19判決
53「芸妓契約履行ノ訴訟」（身代限） 東京始審裁判所 M15・12・22判決
54「芸妓廃業妨害ノ訴訟」 東京始審裁判所 M15・12・28判決
55「娼妓営業履行ノ詞訟」 函館始審裁判所 M15・12・―判決
明治 16年
56「娼妓廃業願連印請求ノ詞訟」 名古屋始審裁判所 M16・01・24判決
57「娼妓営業契約履行ノ訴訟」 宮崎始審裁判所 M16・01・―判決
58「住居移転娼妓営業契約履行一件」 松江始審裁判所 M16・03・28判決
59「芸妓稼代金請求之詞訟」（控訴）
前橋始審裁判所 M16・03・30判決 前橋治安裁
60「芸妓稼代金請求之詞訟」
岐阜始審裁判所 M16・04・12判決 62控訴審・61関連
61「芸妓稼代金請求之訴訟」（身代限）
岐阜始審裁判所 M16・12・05判決 60・62関連
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62「芸妓稼代金請求ノ詞訟」（控訴）
名古屋控訴裁判所 M16・07・25判決 60初審・61関連
63「娼妓営業廃止請求ノ訴訟」 神戸始審裁判所 M16・04・―判決
64「娼妓鑑札返納連署請求ノ詞訟」
名古屋始審裁判所岡崎支庁 M16・05・03判決 65控訴審
65「娼妓鑑札返納連署請求ノ詞訴」（控訴）
名古屋控訴裁判所 M16・06・25判決 64初審
65–2［控訴判決言渡の通知］
66「芸妓営業差止ノ訴訟」 大阪始審裁判所 M16・05・05判決
67「芸妓幷物品取戻ト題スル詞訟」 広島始審裁判所 M16・05・15判決
68「娼妓廃業鑑札返上壅塞ノ詞訟」 秋田始審裁判所 M16・05・26判決
69「娼妓廃業願届書類連印差拒ミノ訴訟」根室始審裁判所 M16・07・04判決
70「芸妓出稼契約履行請求ノ詞訟」 名古屋始審裁判所 M16・10・29判決
71「娼妓廃業調印請求ノ詞訟」 東京始審裁判所 M16・11・10判決
72「娼妓鑑札返上差拒ノ詞訟」 名古屋始審裁判所 M16・11・15判決
73「娼妓廃業ノ詞訟」 函館始審裁判所 M16・12・20判決
74「錯誤ノ契約取消娼妓廃業届ニ連署ヲ乞フノ詞訟」
福島始審裁判所白河支庁 M16・12・25判決
75「錯誤ノ契約取消娼妓廃業届ニ連署ヲ乞フノ詞訟」
福島始審裁判所白河支庁 M16・12・25判決
明治 17年
76「娼妓営業鑑札返上方差拒ノ詞訟」
名古屋始審裁判所 M17・02・23判決 77控訴審
77「娼妓営業鑑札返上方差拒ノ詞訟」（控訴）
名古屋控訴裁判所 M17・04・30判決 76初審
78「娼妓稼金渡方催促ノ詞訟」 津山治安裁判所 M17・03・15判決
79「芸妓廃業及稼高計算ノ詞訟」 東京始審裁判所 M17・03・26判決
80「娼妓廃業故障解除ノ詞訟」 東京始審裁判所 M17・03・27判決 81関連
81「娼妓廃業故障解除ノ詞訟」（身代限）
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東京始審裁判所 M17・07・31判決 80関連
82「娼妓稼代金精算過金請求一件」（控訴）
東京控訴裁判所 M17・06・14判決 静岡始審浜松支庁
83「娼妓廃業届調印方ノ訴訟」 松江始審裁判所 M17・07・16判決
明治 18年
84「娼妓廃業届書ヘ調印差拒詞訟」 秋田始審裁判所 M18・02・10判決
85「娼妓鑑札返上方ニ付上申書ヘ連印請求」
名古屋始審裁判所 M18・03・19判決 86控訴審
86「娼妓鑑札返上方ニ付上申書ヘ連印請求」（控訴）
名古屋控訴裁判所 M18・05・29判決 85初審
明治 19年
87「娼妓止業調印請求ノ訴訟」 神戸始審裁判所 M19・02・27判決
88「属籍氏名ヲ詐称シテ娼妓営業鑑札ヲ受ケタル事件」
函館始審裁判所 M19・04・06判決
89「属籍氏名ヲ詐称シテ娼妓営業鑑札ヲ受ケタル事件」
函館始審裁判所 M19・04・30判決
90「属籍氏名ヲ詐称シテ娼妓営業鑑札ヲ受ケタル事件」
函館始審裁判所 M19・05・07判決
91「娼妓廃業調印差拒ノ訴訟」 東京始審裁判所 M19・04・30判決 92控訴審
92「娼妓廃業調印差拒事件」（控訴） 東京控訴院 M19・07・10判決 91初審
93「芸妓働金請求之訴訟事件」 江刺治安裁判所 M19・07・22判決
明治 20年
94「娼妓廃業差拒ノ訴訟」 東京始審裁判所 M20・06・09判決
95「芸妓約定履行請求ノ訴訟」 大阪始審裁判所 M20・10・21判決
96「娼妓止業及転籍請求ノ急訴」 神戸始審裁判所 M20・10・18判決
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明治 21年
97「将来ノ芸妓純益金分配加入約定請求ノ訴訟」
名古屋治安裁判所 M21・04・10判決
98「娼妓廃業差拒ノ詞訟」 函館始審裁判所 M21・04・28判決
99「娼妓廃業及計算要求ノ詞訟」 仙台始審裁判所 M21・09・10判決
100「娼妓廃業差拒ミノ詞訟」 仙台始審裁判所 M21・12・06判決
明治 22年
101「娼妓廃業妨害差止ノ訴訟」 大阪始審裁判所 M22・04・19判決
102「娼妓廃業差拒ノ訴訟」 仙台始審裁判所 M22・04・24判決
103「芸妓廃業差拒排斥及戸籍幷物品取戻ノ訴訟」
山口始審裁判所赤間関支庁 M22・05・25判決
104「娼妓廃業拒障解除ノ訴訟」
宇都宮始審裁判所栃木支庁 M22・09・17判決 105控訴審
105「娼妓廃業故障解除ノ事件」（控訴）
東京控訴院 M22・11・29判決 104初審
106「芸妓営業差拒排斥及戸籍並物品取戻ノ事件」（控訴）
広島控訴院 M22・09・18判決 山口始審裁赤間関支庁
107「娼妓廃業差拒ノ訴訟」 仙台始審裁判所 M22・10・15判決
108「芸妓稼料請求ノ訴訟」 広島治安裁判所 M22・12・10判決
明治 23年
109「芸妓廃業幷帰郷復籍方請求ノ訴訟」 松江始審裁判所 M23・01・31判決
110「抵当屋敷及娼妓等受戻ノ詞訟」 仙台始審裁判所 M23・02・22判決
111「娼妓廃業届書面ニ捺印方請求ノ詞訟」
名古屋始審裁判所 M23・02・28判決 112・3控訴審
112「娼妓廃業届書書面ニ捺印方請求ノ事件」（控訴予審）
名古屋控訴院 M23・04・10判決 111初審
113「娼妓廃業届書書面ニ捺印方請求事件」（控訴本審）
名古屋控訴院 M23・09・30判決 111初審
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114「娼妓廃業届書面ニ捺印方請求之詞訟」（予審）
名古屋始審裁判所 M23・04・30判決 115控訴審
115「娼妓廃業届書書面ニ捺印方請求ノ事件」（控訴）
名古屋控訴院 M23・07・10判決 114初審
116「娼妓廃業届書面ニ捺印方請求ノ訴訟」（本審）
名古屋始審裁判所 M23・09・27判決 115控訴審
117「芸妓営業稼約定書履行ノ詞訟」 名古屋始審裁判所 M23・10・31判決
明治 24年
118「娼妓廃業差拒幷ニ証書取戻請求ノ事件」
根室地方裁判所 M24・06・16判決
119「娼妓廃業届書ニ捺印求事件」 名古屋区裁判所 M24・06・30判決
明治 28年
120「娼妓廃業届連印要求事件」 仙台地方裁判所石巻支部 M28・04・17判決
121「芸妓稼約定ニ基ク勘定不足金請求」（控訴）
大阪控訴院 M28・12・06判決 和歌山地裁？
【B-1】娼妓関係判決一覧（裁判所別・判決決言渡年月日順）全90件
事件名 裁判所名 判決年月日 参考
東京高等裁判所
3「貸金催促ノ一件」（控訴） 東京上等裁判所 M09・10・―判決 2初審
5「娼妓廃業故障一件」（控訴） 東京上等裁判所 M11・09・12判決 横浜裁判所
7「娼妓廃業取戻シノ一件」（控訴） 東京上等裁判所 M12・06・16判決 6初審
11「娼妓出稼廃業一件」（控訴） 東京上等裁判所 M12・12・22判決 10初審
12「娼妓稼履行ノ訴訟」（控訴）
東京上等裁判所 M13・01・23判決 静岡裁判所浜松支庁
15「娼妓廃業拒障ノ訴訟」（控訴）東京上等裁判所 M13・05・20判決 横浜裁判所
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16「娼妓廃業拒障除一件」（控訴）東京上等裁判所 M13・06・30判決 横浜裁判所
24「娼妓稼金精算ノ詞訟」（控訴） 東京上等裁判所 M14・11・08判決 23初審
22「娼妓約定履行ノ訴」（控訴） 東京控訴裁判所 M15・04・05判決 21初審
40「娼妓廃業願書調印差拒ノ詞訟」（控訴）
東京控訴裁判所 M15・10・30判決 39初審
46「貸金催促ノ訴訟」（控訴） 東京控訴裁判所 M16・05・16判決 45初審
82「娼妓稼代金精算過金請求一件」（控訴）
東京控訴裁判所 M17・06・14判決 静岡始審裁浜松支庁
92「娼妓廃業調印差拒事件」（控訴） 東京控訴院 M19・07・10判決 91初審
105「娼妓廃業故障解除ノ事件」（控訴）東京控訴院 M22・11・29判決 104初審
東京地方裁判所
2「貸金催促之訴」 東京裁判所 M09・04・14判決 3控訴審
6「娼妓廃業取戻ノ訴訟」 東京裁判所 M12・02・17判決 7控訴審
9「娼妓取戻ノ訴訟」 東京裁判所 M12・05・22判決
10「娼妓稼廃業ノ訴訟」 東京裁判所 M12・09・30判決 11控訴審
13「娼妓廃業調印請求ノ訴訟」 東京裁判所 M13・01・31判決
14「娼妓廃業鑑札取戻之訴訟」 東京裁判所 M13・03・18判決
18「娼妓廃業差拒ノ訴訟」 東京裁判所 M13・10・30判決
21「娼妓約定履行之訴訟」 東京裁判所 M14・03・30判決 22控訴審
23「娼妓稼金精算ノ詞訟」 東京裁判所 M14・06・30判決 24控訴審
28「娼妓廃業連署差拒ノ訴訟」 東京裁判所 M14・10・29判決
29「娼妓廃業約定履行ノ訴訟」 東京裁判所 M14・11・24判決
39「娼妓廃業願書ヘ調印差拒ミノ訴訟」
東京始審裁判所 M15・06・29判決 40控訴審
45「貸金催促ノ訴訟」 東京始審裁判所 M15・09・27判決 46控訴審
71「娼妓廃業調印請求ノ詞訟」 東京始審裁判所 M16・11・10判決
80「娼妓廃業故障解除ノ詞訟」 東京始審裁判所 M17・03・27判決 81関連
81「娼妓廃業故障解除ノ詞訟 身代限」
東京始審裁判所 M17・07・31判決 80関連
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91「娼妓廃業調印差拒ノ訴訟」 東京始審裁判所 M19・04・30判決 92控訴審
94「娼妓廃業差拒ノ訴訟」 東京始審裁判所 M20・06・09判決
宇都宮地方裁判所
104「娼妓廃業拒障解除ノ訴訟」
宇都宮始審裁判所栃木支庁 M22・09・17判決 105控訴審
新潟地方裁判所
49「娼妓出稼催促之訴訟」 新潟始審裁判所 M15・12・12判決
大阪高等裁判所
31「娼妓稼計算訳立ノ詞訟」（控訴）
大阪上等裁判所 M14・―・―判決 大阪裁判所堺支庁
33「芸娼妓兼業中積立稼金請求」（控訴）
大阪控訴裁判所 M16・11・14判決 32初審
大阪地方裁判所
32「芸娼妓兼業中積立稼金請求ノ訴訟」
大阪始審裁判所 M15・04・07判決 33控訴審
101「娼妓廃業妨害差止ノ訴訟」大阪始審裁判所 M22・04・19判決
京都地方裁判所
30「芸娼妓稼中花山張取戻ノ訴」 京都裁判所 M14・12・15判決
神戸地方裁判所
47「芸娼妓止業幷計算訳立ノ件」 神戸始審裁判所 M15・09・30判決
63「娼妓営業廃止請求ノ訴訟」 神戸始審裁判所 M16・04・―判決
87「娼妓止業調印請求ノ訴訟」 神戸始審裁判所 M19・02・27判決
96「娼妓止業及転籍請求ノ急訴」 神戸始審裁判所 M20・10・18判決
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名古屋高等裁判所
42「娼妓廃業約定履行ノ詞訟」（控訴）
名古屋控訴裁判所 M15・11・04判決 41初審
65「娼妓鑑札返納連署請求ノ詞訟」（控訴）
名古屋控訴裁判所 M16・06・25判決 64初審
77「娼妓営業鑑札返上方差拒ノ詞訟」（控訴）
名古屋控訴裁判所 M17・04・30判決 76初審
86「娼妓鑑札返上方ニ付上申書ヘ連印請求」（控訴）
名古屋控訴裁判所 M18・05・29判決 85初審
112「娼妓廃業届書書面ニ捺印方請求ノ事件」（控訴予審）
名古屋控訴院 M23・04・10判決 111初審
115「娼妓廃業届書書面ニ捺印方請求ノ事件」（控訴）
名古屋控訴院 M23・07・10判決 114初審
113「娼妓廃業届書書面ニ捺印方請求事件」（控訴本審）
名古屋控訴院 M23・09・30判決 111初審
名古屋地方・簡易裁判所
26「娼妓営業鑑札返上願書ニ押印ヲ要ムルノ詞訟」
名古屋裁判所 M14・08・11判決
27「娼妓鑑札返上差拒ノ訴訟」 名古屋裁判所 M14・09・14判決
37「娼妓鑑札返上書面幷寄留帰宅届等ノ書面ヘ調印ノ訴訟」
岡崎始審裁判所 M15・05・26判決
41「娼妓廃業約定履行ノ詞訟」 名古屋始審裁判所 M15・07・29判決 42控訴審
43「娼妓廃業差拒解除之訴訟」 岡崎始審裁判所 M15・08・16判決
52「娼妓出稼ニ付約定違変ノ詞訟」 名古屋始審裁判所 M15・12・19判決
56「娼妓廃業願連印請求ノ詞訟」 名古屋始審裁判所 M16・01・24判決
64・65–2「娼妓鑑札返納連署請求ノ詞訟」
名古屋始審裁岡崎 M16・05・03判決 65控訴審
72「娼妓鑑札返上差拒ノ詞訟」 名古屋始審裁判所 M16・11・15判決
76「娼妓営業鑑札返上方差拒ノ詞訟」
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名古屋始審裁判所 M17・02・23判決 77控訴審
85「娼妓鑑札返上方ニ付上申書ヘ連印請求」
名古屋始審裁判所 M18・03・19判決 86控訴審
102「娼妓廃業届書面ニ捺印方請求ノ詞訟」
名古屋始審裁判所 M23・02・28判決 112・113控訴審
116「娼妓廃業届書面ニ捺印方請求ノ訴訟」（本審）
名古屋始審裁判所 M23・09・27判決
114「娼妓廃業届書面ニ捺印方請求之詞訟」（予審）
名古屋始審裁判所 M23・04・30判決 115控訴審
119「娼妓廃業届書ニ捺印求事件」 名古屋区裁判所 M24・06・30判決
岡山地方裁判所
78「娼妓稼金渡方催促ノ詞訟」 津山治安裁判所 M17・03・15判決
松江地方裁判所
19「娼妓営業定約履行ノ訴」 松江裁判所鳥取支庁 M13・11・30判決
36「娼妓廃業届書ニ捺印方請求之詞訟」 松江始審裁判所 M15・04・15判決
58「住居移転娼妓営業契約履行一件」 松江始審裁判所 M16・03・28判決
83「娼妓廃業届調印方ノ訴訟」 松江始審裁判所 M17・07・16判決
宮崎地方裁判所
57「娼妓営業契約履行ノ訴訟」 宮崎始審裁判所 M16・01・―判決
仙台地方裁判所
99「娼妓廃業及計算要求ノ詞訟」 仙台始審裁判所 M21・09・10判決
100「娼妓廃業差拒ミノ詞訟」 仙台始審裁判所 M21・12・06判決
102「娼妓廃業差拒ノ訴訟」 仙台始審裁判所 M22・04・24判決
107「娼妓廃業差拒ノ訴訟」 仙台始審裁判所 M22・10・15判決
110「抵当屋敷及娼妓等受戻ノ詞訟」 仙台始審裁判所 M23・02・22判決
120「娼妓廃業届連印要求事件」 仙台地方裁判所石巻 M28・04・17判決
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福島地方裁判所
74「錯誤ノ契約取消娼妓廃業届ニ連署ヲ乞フノ詞訟」
福島始審裁判所白河支庁 M16・12・25判決
75「錯誤ノ契約取消娼妓廃業届ニ連署ヲ乞フノ詞訟」
福島始審裁判所白河支庁 M16・12・25判決
山形地方裁判所
1「芸娼妓解放ノ儀」 鶴岡県聴訟民事掛 M09・03・10上申
秋田地方裁判所
68「娼妓廃業鑑札返上壅塞ノ詞訟」 秋田始審裁判所 M16・05・26判決
84「娼妓廃業届書ヘ調印差拒詞訟」 秋田始審裁判所 M18・02・10判決
函館地方裁判所
55「娼妓営業履行ノ詞訟」 函館始審裁判所 M15・12・―判決
73「娼妓廃業ノ詞訟」 函館始審裁判所 M16・12・20判決
88「属籍氏名ヲ詐称シテ娼妓営業鑑札ヲ受ケタル事件」
函館始審裁判所 M19・04・06判決
89「属籍氏名ヲ詐称シテ娼妓営業鑑札ヲ受ケタル事件」
函館始審裁判所 M19・04・30判決
90「属籍氏名ヲ詐称シテ娼妓営業鑑札ヲ受ケタル事件」
函館始審裁判所 M19・05・07判決
98「娼妓廃業差拒ノ詞訟」 函館始審裁判所 M21・04・28判決
根室地方裁判所
69「娼妓廃業願届書類連印差拒ミノ訴訟」 根室始審裁判所 M16・07・04判決
118「娼妓廃業差拒幷ニ証書取戻請求ノ事件」根室地方裁判所 M24・06・16判決
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【B-2】芸妓関係判決一覧（裁判所別・判決決言渡年月日順）全37件
※は【娼妓】関係判決に収録
東京地方裁判所
4「芸妓預人引戻ノ訴訟」 東京裁判所 M10・11・21判決
8「芸妓出稼約定履行ノ訴訟」 東京裁判所 M12・05・17判決
17「抱芸妓取戻ノ訴訟」 東京裁判所 M13・10・30判決
20「芸妓立戻ノ詞訟」 東京裁判所 M14・03・18判決
38「芸妓給金取戻ノ訴訟」 日本橋区治安裁判所 M15・06・22判決
50「芸妓契約金滞ノ訴訟」 本所区治安裁判所 M15・12・16判決 51控訴審
53「芸妓契約履行ノ訴訟」（身代限）東京始審裁判所 M15・12・22判決
54「芸妓廃業妨害ノ訴訟」 東京始審裁判所 M15・12・28判決
51「芸妓契約金滞之詞訟」（控訴） 東京始審裁判所 M16・01・31判決 50初審
79「芸妓廃業及稼高計算ノ詞訟」 東京始審裁判所 M17・03・26判決
前橋地方裁判所
59「芸妓稼代金請求之詞訟」（控訴） 前橋始審裁判所 M16・03・30判決
山口地方裁判所
103「芸妓廃業差拒排斥及戸籍幷物品取戻ノ訴訟」
山口始審裁判所赤間関支庁 M22・05・25
松江地方裁判所
109「芸妓廃業幷帰郷復籍方請求ノ訴訟」 松江始審裁判所 M23・01・31判決
大阪高等裁判所
35「芸妓営業中指令取戻」（控訴） 大阪控訴裁判所 M15・09・―判決 34初審
33「芸娼妓兼業中積立稼金請求」（控訴）※
大阪控訴裁判所 M16・11・14判決 32初審
121「芸妓稼約定ニ基ク勘定不足金請求」（控訴）
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大阪控訴院 M28・12・06判決 和歌山地裁？
大阪地方裁判所
32「芸娼妓兼業中積立稼金請求ノ訴訟」※
大阪始審裁判所 M15・04・07判決 33控訴審
34「芸妓営業ノ指令取戻ノ訴訟」 大阪始審裁判所 M15・04・―判決 35控訴審
66「芸妓営業差止ノ訴訟」 大阪始審裁判所 M16・05・05判決
95「芸妓約定履行請求ノ訴訟」 大阪始審裁判所 M20・10・21判決
101「娼妓廃業妨害差止ノ訴訟」※ 大阪始審裁判所 M22・04・19判決
京都地方裁判所
30「芸娼妓稼中花山張取戻ノ訴」※ 京都裁判所 M14・12・15判決
神戸地方裁判所
25「芸妓稼違約」 神戸裁判所 M14・07・11判決
47「芸娼妓止業幷計算訳立ノ件」※ 神戸始審裁判所 M15・09・30判決
名古屋高等裁判所
62「芸妓稼代金請求ノ詞訟」（控訴）名古屋控訴裁判所 M16・07・25判決 60初審
名古屋地方裁判所
44「芸妓営業約定履行ノ詞訟」 名古屋始審裁判所 M15・08・16判決
70「芸妓出稼契約履行請求ノ詞訟」 名古屋始審裁判所 M16・10・29判決
97「将来ノ芸妓純益金分配加入約定請求ノ訴訟」
名古屋治安裁判所 M21・04・10判決
117「芸妓営業稼約定書履行ノ詞訟」 名古屋始審裁判所 M23・10・31判決
岐阜地方裁判所
60「芸妓稼代金請求之詞訟」
岐阜始審裁判所 M16・04・12判 62控訴審・61関連
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61「芸妓稼代金請求之訴訟」（身代限）
岐阜始審裁判所 M16・12・05判決 60・62関連
大阪高等裁判所
48「芸妓約定違変之訴」（控訴） 大阪控訴裁判所 M15・10・12判決 金沢裁判所
広島高等裁判所
106「芸妓営業差拒排斥及戸籍並物品取戻ノ事件」（控訴）
広島控訴院 M22・09・18判決 山口始審裁赤間関
広島地方裁判所
67「芸妓幷物品取戻ト題スル詞訟」 広島始審裁判所 M16・05・15判決
108「芸妓稼料請求ノ訴訟」 広島治安裁判所 M22・12・10判決
山形地方裁判所
1「芸娼妓解放ノ儀」※ 鶴岡県聴訟民事掛 M09・03・10上申
函館地方裁判所
93「芸妓働金請求之訴訟事件」 江刺治安裁判所 M19・07・22判決
★ ★ ★ ★
明治 9年
1「芸娼妓解放ノ儀」（鶴岡県聴訟民事掛、M09・03・10上申）
明治九年三月十日
上 局 民事掛 相良㊞　神崎㊞　鈴木忠良㊞
刑事掛 東郷㊞　井上㊞
芸娼妓解放ノ儀ニ付テハ兼テ被仰出ノ次第モ有之処別帋訴訟ノ類往々之アルヨリ
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見レハ右解放ノ御趣意未タ下ニ布カサルモノト信ジ依テハ篤ト御告示ノ上年季奉
公証書類ハ遺漏ナク取上焼捨侯分可然致候此段及言上候也
［鶴岡県聴訟民事掛］
2「貸金催促之訴」（東京裁判所、M09・04・14判決）［控訴審 3］
明治九年第三千五百九十四号
申　渡
東京府下第一大区十二小区
平民
原　告 長　嶋　嘉兵衛
貸金催促之訴
第六大区壱小区平民黒田源次郎
代言人第五大区十二小区新吉原揚屋町壱番地
平民
被　告 小　川　治兵衛
第十大区二小区平民黒田源佶
代言人第五大区十一小区浅草檜之久間町二番地
平民
被　告 酒　井　嘉　七
其方共訴訟一件審理ヲ遂ル処
原告ハ証書譲主岡本弥右ヱ門ヨリ被告黒田源次郎及ヒ同苗源佶ヘ明治五年七月九
月両度ニ第一号第二号証書ノ如ク都合金千五百円貸渡シ遊女年季証文ヲ抵当ニ預
リ置ク処明治五年十月二日娼妓解放ノ令ニ依リ右証文悉皆差戻シ証書改正ノ筈ヲ
以テ対談一札受取ルモノニシテ被告於テ遊女揚代金ノ利益ヲ分割スルノ方法ヲ以
テ合併商業ヲ為シタルモノニハ決テ無之ニ付速ニ元利金皆済請度旨請求シ
被告ハ従来新吉原同業ノ者遊女年季証文書入借用金ノ儀ハ抱入ノ度々揚代金ノ半
ヲ金主ニ渡シ損益ヲ共ニスルノ方法ニシテ実際合併商業タリ故ニ娼妓解放ノ令ニ
拠リ年季証文取戻シタル上ハ返済ノ義務ハ免レタルモノナリ而ルヲ普通貸金ノ抵
当物ニ準シ返償ヲ促サルヽハ了解シ難キ旨答弁シ
引合人岡本弥ヱ門ニ於テハ総テ原告嘉兵衛申立ル通リ被告両人ヘ金千五百円貸渡
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シ娼妓年季証文ヲ書入ニ為シタルモノニシテ合併商業ノ約ヲ結ビシ覚ヘ更ニ無之
旨ヲ陳述ス
因テ裁決スル左ノ如シ
第壱条
被告ニ於テ本訴ノ借用金ハ其実合併商法ナリト云フモ原告及ヒ証書譲主ニ於テ否
ラスト答フル上ハ只ダ口頭ノ争ニシテ其証慿ナキヲ以テ之ヲ採用セス
第二条
明治五年壬申十月太政官第二百九十五号ノ公布ニ依リ娼妓解放ノ際被告エ其年季
証文ヲ取戻シ特リ第一号第二号第三号ノ証書ヲ取戻サザリシハ即チ本訴負債償還
ノ義務ヲ免レサルヲ徴スベシ依之被告ニ於テ義務ヲ免レタリトノ申分不相立原告
請求ノ通リ滞ル処ノ元利金額ハ速ニ返済スベシ
右
代書人
右ノ通リ申渡タル間其旨相心得ベシ
明治九年四月十四日 ［東京裁判所］
3「貸金催促ノ一件」（東京上等裁判所、M09・10・―判決）［初審 2］
［明治九年］第弐百拾九号
検　西 ㊞ 下調　二級判事補　小 野　保 ㊞
六 等 判 事　西潟　訥㊞
決　七 等 判 事　中尾捨吉㊞
二級判事補　小野　保㊞
裁判言渡案
東京府第五大区拾二小区平民
黒田源次郎
東京府第十大区二小区平民黒田源佶
代人東京府第五大区拾壱小区
平民
原　告 平　木　由兵衛
東京府第六大区七小区平民
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岡本弥右衛門代兼
東京府第一大区十二小区
平民
原　告 長　島　嘉兵衛
貸金催促ノ一件東京裁判所ノ裁判不服ノ趣ヲ以及控訴次第遂吟味処
原告訴ル主意ハ明治五年六月中山田山三郎娼妓渡世廃業ニ付娼妓二十九名原告ヘ
抱換ノ際是ヨリ先キ岡本弥右衛門ヨリ右娼妓抵当トシテ山田山三郎ヘ貸金有之則
チ原告負債ニ書替タル証書三通ノ金額合テ千五百円ニ相成当時新タニ借入タルモ
ノニハ無之元来人身ヲ束縛セシ娼妓雇入ノ資本金ニ有之且岡本弥右ヱ門ハ明治五
年十月迄新吉原町遊女屋金主トシテ渡世ノ者年季遊女抱入ノ際其遊女揚代ノ内半
ハヲ見込三年或ハ五年ノ半季ニ割合日々其揚代ヲ受取事ニテ損益承諾ノ上半季請
状ヲ相預ク出金致来ル次第ニテ則右渡世ヘ合併ノ金主ニ有之然ルニ壬申十月中娼
妓解放相成返金ノ目的ヲ失ヒ其上屡々類焼致シ一時返金ノ方向難立将タ明治五年
弐百九十五号布告ニ因レハ該借金ノ如キハ贓金ト看做スヘキモノト思料致ス処岡
本弥右衛門ニ於テ右証書ヲ被告ヘ譲渡シ貸金催促ノ出訴ニ及ヒタルハ驚愕ノ至ナ
リ然ルヲ東京裁判所ニ於テ普通ノ抵当物滅尽ニ準拠シ該訴ノ負債返弁スヘク判決
相成タルハ不服ノ旨申立
被告答ル主意ハ明治五年六月中山田山三郎廃業ノ時岡本弥右衛門ヨリ右山三郎ヘ
貸付金残額四百五拾円ノ処百弐拾円勘弁致シ尚残額三百三拾円ノ外六百七拾円ヲ
加ヘ都合千円ヲ原告ヘ貸付タルコトニテ山三郎借用金ヲ直チニ書換タル訳ニハ無
之且其外二口ニテ金五百円貸渡都合千五百円何レモ娼妓ヲ以テ抵当ニ致シタル事
ニ有之然ルニ明治五年十月第弐百九拾五号公布ニ因リ娼妓解放ノ際右遊女年季証
文ハ原告ヘ差戻シ本証文ハ追テ改正致スヘク借用金ハ至急返弁ノ積対談一札受取
置処明治九年一月三十日右証書被告ヘ譲受タルニ付及掛合タル末東京裁判所ヘ訴
出済方判決相成タル次第ニ有之然ルニ原告ニ於テ今般控訴ニ及フ岡本弥右衛門ト
合併商法ノ趣申立ルト雖証書面母銀百円ニ付一ケ月壱円弐拾五銭ノ利子ヲ生スル
ノ外原告商高ヲ分割シテ甘受セルコト絶テ無之又該金額ハ元来人身ヲ束縛セシ娼
妓雇入ノ資本金タル趣申立レトモ人身ヲ束縛スルハ其遊女屋主人ト遊女トノ間ニ
アリテ他人ニ関係有之間敷加之前申立ル通明治五年十一月十一日返金ノ対談モ有
之ニ付弁償相受ルハ至当ノ旨申立
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依テ判決スル左ノ如シ
被告差出ス貸金ノ証書ヲ検閲スルニ遊女ヲ抵当トシテ金円ヲ貸渡シタルモノニテ
文中返金ノ期限等閑ノ節ハ抵当ノ遊女住替為致身代金ヲ以テ弁償可致旨ヲ記載シ
タリ抑人身売買ハ古来国家ノ制禁ナルニ人身ヲ抵当トシテ金円ノ貸借ヲ約シ身代
金ヲ以テ弁償ヲ受ル如キハ則制禁ニ相触レ不可得為契約ヲ為シタルモノニ付裁判
上採用不相成候事
明治九年十月 ［東京上等裁判所］
明治 10年
4「芸妓預人引戻ノ訴訟」（東京裁判所、M10・11・21判決）［控訴審なし］
明治十年［第］二百三十四号
所長　池田㊞ 飯田［恒男］判事　㊞
進 藤 判事補　㊞
裁判言渡書按
原告群馬県上野国群馬郡平民
長谷川金次郎代人東京第八大区壱小区平民
綾　見　亀　吉
被告東京府第三大区七小区平民
吉　田　徳兵衛
芸妓預人引戻ノ訴訟審理スル処
原告訴ル要旨ハ被告徳兵衛長女ちヱ儀明治九年三月廿一日ヨリ芸妓営業ノ為メ原告
方ヘ寄留シ居タル処明治九年九月中失踪スルニヨリ芸妓ノ鑑札ヲ十月其筋ヘ還納シ
タル後明治九年十一月中復帰セシニ付従前ノ如ク差置タルニ明治九年十一月十五日
ちヱ実母大病ニ付日数二十日間差戻シ呉度旨被告ヨリ依頼ニ付乃チ訴状ニ掲クル
証書取置キ帰宅致サセタル処右期限経過スルモ不差戻ニ付右約定書ニ基キ速ニ被
告ヨリ本人ちヱ差戻ス様裁判受度尤被告ちヱ等ニ対シ貸金等一切無之旨申立タリ
被告答ル要旨ハ明治九年三月中ヨリ長女ちヱヲ芸妓営業ノ為メ原告方ヘ寄留致サ
セ置キ明治九年九月中ちヱ病気ニ付芸妓鑑札其筋ヘ返還シ該営業相止メタル後明
治九年十一月中ちヱ実母老年ノ上病気ニ付自分義迎ヒニ罷越シ且寄留籍差戻シ呉
度旨原告ヘ掛合シ処本訴ノ証書ヲ差出シ調印可致旨申聞ルニヨリ自分ハ元来文盲
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且ツ耳聾文言ノ如何ハ了知セスト雖モ唯寄留籍差戻シ方ニ付入用ノ書類ト信シ調
印ノ上原告ヘ附与シちヱヲ連戻リ示後寄留籍差戻方掛合中ナルニ却テ原告ヨリ這
回ノ訴訟ニ及ヒタレ共既ニ芸妓廃業セシノミナラス自分モ老衰セシニヨリ侍養ノ
為引戻シタルナレハ今更原告方ヘ可差戻理由無之旨申立タリ
判　決
被告ニ於テちヱノ芸妓営業ヲ廃セシノミナラス老父母侍養ノ為ニ引戻シタル旨申
立ル上ハ仮令本訴ノ証書アルモ強テチヱノ帰籍ヲ拒ムヘキ理由之レナキニヨリ原
告ノ請求不相立事
明治十年十一月二十一日 ［東京裁判所］
明治 11年
5「娼妓廃業故障一件」（東京上等裁判所、M11・09・12判決）［初審・横浜裁判決
なし］
［明治］十一年第五百十八号
所長心得　代理　西潟 ㊞ 五等属　安藤定格 ㊞
主任判事　伊藤謙吉 ㊞
裁判言渡書案
神奈川県第一大区二小区武蔵国久良岐郡
平民山口粂蔵代人
同町寄留栃木県士族
原　告 桃　井　勝　知
神奈川県第一大区一小区武蔵国久良岐郡
平民山田政吉同居平民永津ます代人
被　告 山　田　政　吉
娼妓廃業故障一件横浜裁判所ノ裁判不服之趣ヲ以テ及控訴次第遂審理判決スル如左
原告ニ於テ甲第六号娼妓渡世規則第七条ニ記載スル如ク娼妓ニ関スル処分ハ一種
特別ノモノニテ地方官ノ権内ニ於テ処分セラルヘキモノナレハ初審裁判所ニ於テ
本件ノ訴訟ニ対シ裁判ヲ申渡サレタルハ権外ニ渉ルモノニコレアリ又甲第五号貸
座鋪渡世規則第十条但書ニ無故自由ヲ妨ケ云々トアリ而シテ被告ハ娼妓営業資本
ノ為メ原告ヨリ金額ヲ借リ受ケ其稼高ヲ以テ之ヲ償却スヘキノ約ナルニ未タ之ヲ
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償却セス且被告カ廃業ヲ為スニ付テハ原告ノ甘スル如ク相当ノ順序ヲ経タルモノ
ニ非サレハ原告カ該廃業願書ニ調印ヲ拒ミタルハ該規則ニ準セシモノナリ而シテ
被告ニ於テハ病院医員診断書ノアルアレハ其病ハ実病ナルヘク又原告カ被告ノ廃
業願書ノ調印ヲ拒ミタルニ付右調印請求ノ儀ヲ被告ヨリ神奈川県警察署ヘ出願セ
シ際同署ニ於テ該廃業願書ニ調印スヘク旨申渡サレタルニ付原告ニ於テ其請書ヲ
差出シタルモ猶調印ヲ為シ難キニ付甲第四号書面ヲ警察署ヘ差出セシニ右書面ヲ
差出セシ日ヨリ五六日ノ後該書面ハ地方官ニ於テ取扱フヘキ儀ニ非サル旨ヲ以テ
却下セラレタリト申立タリ然ルニ被告ハ該廃業願書調印ノ儀ニ付警察署ヘ出願ノ
末同署ヨリ原告ヘ該廃業願書ニ調印スヘキ旨ヲ申渡サレ原告ハ其請ヲ為シタル末
更ニ調印ヲ為シ難キ旨書面ヲ以テ申立地方官ニ於テ処分シ難キ旨ヲ以テ右書面ヲ
却下セラレタル上ハ被告カ原告ニ係リ本件ノ訴訟ヲ起セシヲ以テ不当ナリトスル
理由ナキモノトス而シテ甲第二号証ニ返済之儀ハ本年十二月廿五日限右稼高ヲ以
返済可致約定相違無御座候然ル上ハ廃業等致候節ハ精算相立不足金有之候ハヽ聊
無相違一時皆済可仕云々トアレハ未タ全ク借用金ヲ償却スルコト能ハサル前被告
ニ於テ廃業ヲ為スニ於テハ一時ニ借用金ヲ償却シタル後ニ非サレハ廃業ヲ為ス能
ハスト云フノ趣意ニ非サルニ付被告ノ病ニ罹リ廃業セサルヲ得サルモ猶原告ニ於
テ被告ニ対スル借用金ノ償却ニ至ラサルヲ以テ故障ノ原因ト為シ廃業願ノ調印ヲ
拒ムヲ得ヘカラサルモノナリトス因テ原告ノ申分不相立到底初審裁判所裁判ノ通
可相心得事
明治十一年九月十二日 東京上等裁判所
明治 12年
6「娼妓廃業取戻ノ訴訟」（東京裁判所、M12・02・17判決）［控訴審 7］
［明治］十二年第十八号
所長　池田 ㊞ 判事　飯田恒男 ㊞
仝補　二宮真通 ㊞
裁判言渡書
原告東京府下谷区平民
田中久太郎母
田　中　ト　ワ
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被告仝南足立郡平民
田口茂右ヱ門代理同人倅
田　口　萬五郎
娼妓廃業取戻ノ訴訟審理スル処
原告訴フル要旨ハ明治十年十月丗日娘カネヲ娼妓トナシ被告方ヘ出稼ニ付逐次第
一三四号証書ノ金員ヲ借受ケ右カネ稼代金ノ内ヨリ追々償却ノ約定ヲ以テ尓来稼
中ノ処此程自分夫次郎吉儀病気差起リ自分モ眼病ノ為メ世話方不行届ニヨリ右カ
ネヲシテ看護セシメ度被告ヘ対シ前記借用金ノ内ヘ是迄ノ稼高ヲ差引不足ノ金額
ハ悉皆弁償スヘキニ依リ娼妓廃業セシメ本人引取度旨示談及ヒタルニ苦情ヲ唱ヘ
不応ニ付本訴ヲナシタレハ速ニ右訟求ニ応スル様裁判受度但右借用金ノ外カネ一
己ノ借用金ハ自分ニ於テ一切存セサルモ本人果シテ借受ケシモノナレハ廃業ノ後
追々返金スヘキ旨申立タリ
被告代人答フル要旨ハ娼妓かね廃業ニ付テハ曽テ第一号契約書ノ明文ニ基キ之レ
カ手順ヲ尽スニ於テハ廃業ヲ拒ム理由ハ無之モ第二号帳簿上明治十一年十二月廿
日迄ノ計算ニテ差引残金七拾七円十八銭九厘トナルニヨリ尚其後ノ稼高ヲモ差引
ノ上全クノ残金一時ニ償却アラハ何時ニテモ廃業致サセヘキモ該残金皆済ノ上ナ
ラテハ廃業ハ致サセ難キ旨抗抵シタリ
依テ判決スル左ノ如シ
被告ニ於テ第一号ノ契約ニヨリ差引残金皆済ノ上ナラテハ請求ニ応シ難キ旨申立
ルト雖モ第一号ノ契約ハ当時ノ借用金皆済スヘキノ約定ニシテ将来カネト相対ノ
貸金ニ関係シタルモノニ非ス然レハ則カネヘ貸金アルヲ以テ廃業ヲ拒ムノ理由ナ
キモノトス因テ原告カ認メタル一三四号ノ貸金ヲ稼高ノ内ヨリ差引残金ハ原告ヨ
リ被告ヘ償却シ本人カネハ原告ニ引渡スヘシ
明治十二年二月十七日 ［東京裁判所］
7「娼妓廃業取戻シノ一件」（東京上等裁判所、M12・06・16判決）［初審 6］
［明治一二年］第五百十七号
所長　西 ㊞
主任判事　富永冬樹 ㊞
裁判言渡書案
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東京府武蔵国南足立郡平民
田口茂右衛門代人
仝所士族
原告 池　田 訒
仝府下谷区平民
田中久太郎母
被告 田　中　と　わ
娼妓廃業取戻シノ一件東京裁判所ノ裁判不服ノ趣ヲ以テ及控訴ニ付遂審理判決ス
ル左ノ如シ
第一条
被告ニ於テ原告第二号第五号ノ両証ハか祢ト原告トノ貸借ニシテ被告ノ知ル所ニア
ラス素ヨリ被告ノ承諾セシ原告第一三四号ノ借金ハ償却ス可キモ第二号及ヒ第五
号証ノ借金ハ原告ノ請求ニ応シ返却シ難キ旨申立ルト雖第一号証ヲ見ルニ其第四
項ニ貴家ヘ寄留シ娼妓相営候ニ付衣類其外諸費有之候故左ノ金円借用致シ候ニ付
而ハ右借用金之儀ハ日々稼高所得之内ヨリ漸々ニ相納可申候若娼妓廃業候歟又者
他江稼替候節ハ借用金者元利共本人幷父母或ハ親戚請人ヨリ弁償致可申云々ト記
シ末ニ本人田中か祢元方田中久太郎受人中村ハマト記名調印アリ然ラハ此第一号
証ノ借金其借主ハ田中かねニテ久太郎等ハかねト共ニ弁償ノ義務ヲ負ヒシ者ナリ
又第三号証ハ久太郎かね第四号証ハかねとわ連帯ノ義務ヲ負ヒ第一号証ト其性質
ヲ異ニセシモノニ非ラス而テ第二号ハ第一第三第四第五号証ノ借金ヲかねカ日々
稼高ヲ以テ返済セシ計算簿而カモかねノ調印アルモノナレハかねト原告トノ貸借
計算ノ証ト看認ム可キハ此右ニ出ルモノナシ元来本件ノ貸借ハかね娼妓営業ノ為
メ借リ受ケシモノナレハ今被告カかねノ廃業ヲ乞フニ於テハかね一己ノ借金ナリ
トテ弁償ノ義務ナシト云フヲ得サルモノトス依之被告幷本人かねハ原告請求ノ六
拾八円七拾九銭六厘五毛償却セサルヲ得サル儀ト可相心得事
但訴訟入費ハ被告ヨリ原告ヘ償却可致事
明治十二年六月十六日 東京上等裁判所
8「芸妓出稼約定履行ノ訴訟」（東京裁判所、M12・05・17判決）［控訴審なし］
［明治］十二年第千六十一号
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所長　池田 ㊞ 掛リ　野間　判事補 ㊞
澤寄　判事補 ㊞
裁判言渡書
原告東京府日本橋区平民高橋ソヨ代人
同人長女
高　橋　テ　ウ
被告同府浅草区平民
伊　藤　藤四郎
被告右同人妻伊藤サダ代人同府本郷区平民
高　島　篤　三
芸妓出稼約定履行ノ訴訟判決スル処
原告ニ於テ被告両人ノ依頼ニ任セ第壱号証書契約ヲ以テサダガ芸妓出稼ノタメ金
円ヲ貸与シ寓居為致置タルニ恣ニ帰宅シ該約ヲ違背セシニ付速ニ原告方ニ立戻芸
妓営業致ス様裁判ヲ請フト雖モ被告カ芸妓営業ヲ為スト為サヽルハ一己ノ自由ニ
任スベキモノナルニ拠リ設ヒ幾許ノ負債又ハ何等ノ契約アルトモ彼ヲシテ該営業
ヲ強ユル能ハサルモノトス
［原告ハ被告両人ノ依頼ニ任セ明治十二年三月ヨリ来ル明治十四年三月迄被告サダ
ガ芸妓出稼ノタメ金円ヲ貸与シ右出稼中稼高三分ノ二ヲ可渡約定ニテ尓来寓居為
致追々諸入費等ヲ貸与セシ処被告サダ幾何モナク恣ニ帰宅シ該約定ヲ履行セス唯
貸金ノミ償却スヘキ旨主張スルト雖当初定メシ年限中退身為致間敷トノ契約ニテ
金円ヲ貸与セシモノナル故該契約ヲ履行セスシテ貸金ノミノ償却ハ難受ニ付該契
約ヲ履行シ稼高ノ分賦ヲ受度旨申立ル処被告ニ於テハサダガ不幸ニシテ病ニ罹リ
芸妓ノ営業ニ不堪ヲ以テ借用ノ金円ハ期限ノ通リ返弁ナスヘケレトモ出稼ノ約ハ
履行ナシ難キ旨申立ル上ハ原告ニ於テ該貸金ノ返弁ヲ求ムルハ格別ナレトモ芸妓
出稼ノ約ニ於テハ到底人身ヲ束縛スルニ同シケレハ強テ履行ヲ求ムルノ効ナキモ
ノトス・・・削除］
依テ原告ノ請求相立ス
但訴訟入費ハ規則ノ通リ原告ヨリ償却スヘシ
明治十二年五月十七日 ［東京裁判所］
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9「娼妓取戻ノ訴訟」（東京裁判所、M12・05・22判決）［控訴審なし］
［明治］十二年第九百弐号
所長　池田 ㊞ 掛 中沢　判　事 ㊞
田内 判事補 ㊞
裁判言渡書
原告東京府京橋区平民
石　嵜　太郎吉
被告仝府本郷区平民
大久保金次郎代理仝人妻
大久保　ツ　ル
娼妓取戻ノ訴訟審理判決スル如左
被告ニ於テハ原告長女まち儀曽テ被告方ヘ娼妓出稼致シ居ル処今般取戻ノ訴訟ニ
係ルモ到底［原告ニ於テハ長女まち儀明治十年六月中ヨリ被告方貸座鋪借受ケ娼妓
出稼罷在シ所這回他県ヘ稼替為致度存シ其段被告ヘ照会シ取戻ヲ要スルモ応セサ
ルニ付本訴ニ及ヒ対質後一旦廃業ノ筈ニテ曽テ被告ヘ預ケ置タル鑑札並ニ病院検
査帳共受取警視第四方面第三分署ヘ廃業届セシニ被告所持第二号契約証ハ示談ノ
上期限ヲ定メ解約スヘクトノ届書原被連署ニテ差出シ且病院診断書ヲモ被告ヨリ
申請ケノ手続ヲナサシメ是亦差出スヘク旨被命タルニ被告故障申述其手数致シ呉
レス忽チ廃業差支ユルニ付速ニ其手続ヲ遂ケ廃業ノ上本人差戻シ受度最モ本人借
用金ハ座鋪替ノ上返金スヘキ心得ナル旨申立ルニ被告ニ於テハ・・・削除］相当ノ順
序ヲ経稼替又ハ廃業ノ事ハ聊カ差支無之然ルニ原告ハ嚮ニ鑑札並ニ病院検査帳ヲ
相渡シナハ廃業ノ手続致スヘキ旨申聞ルニ付［既ニ］相渡セシニ其後第三四号証ノ
貸金済方ノ示談更ニ無之唯無法ニ解約延期届書ヘ調印致タセ又ハ病院ノ診断書申
請ノ手数セヨトノミノ掛合ニ付其要ニ応セサリシニテ娼妓規則モ有之儀ニ付到底
廃業ノ上ナラテハ本人難差戻旨申立ルト雖［モ抑モ被告カ心意ヲ推知スルニ前顕貸
金弁済ノ運ヒ相付カサルカ為メ蓋シ廃業ノ妨ケヲナスニ外ナラス夫レ如斯被告カ
所業ハ必竟金円ニ関シ人身ヲ束縛スルト一般最モ不当ノ所為ニシテ既ニ］原告カ稼
替又ハ廃業ノ事ハ既ニ差支ナキ旨自陳スルノミナラス娼妓規則上ニ於テモ決シテ
［之レカ］故障スルコトヲ得サルモノニ付［許サヽレハ今］貸金停滞アルニ拘ハラ
ス［モ其レカ為メ原告ノ請求ヲ拒ムヘキ理由ナキモノトス依テ被告カ尽スヘキ］速
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ニまちハ廃業ヲ得ル様其［ニ関スル］手続ヲナスヲ被告ノ義務ナリトス［速ニ本人
まちハ差戻スベシ］
但シ訴訟入費ハ成規ニ照シ被告ヨリ弁償スヘシ
明治十二年五月廿二日 東京裁判所
10「娼妓稼廃業ノ訴訟」（東京裁判所、M12・09・30判決）［控訴審 11］
明治十二年九月廿六日　第二千百四十二号
所長　池田 ㊞ 掛 勝部　判事 ㊞
原告東京府浅草区貸座敷渡世
河田粂蔵方出稼娼妓横堀そめ代人
同区大谷浅吉方止宿平民
大　池　篤　三
被告東京府浅草区貸座敷渡世
河田粂蔵代人
同府本郷区士族
土　屋　正　貴
裁判言渡書
娼妓稼廃業ノ訴訟審理判決スル所左ノ如シ
被告ハ原告カ借用セシ金円ハ即チ娼妓稼業ヲ以テ抵当トナシタル者ナレハ原告カ
差入レタル結約書第四項ニ拠リ返金ヲ受取ラサレハ廃業ヲ承諾セスト申立ルト雖
トモ該書第四項ハ廃業スルトキハ借用金ヲ弁償スト証シタルノミ弁償了ラサレハ
廃業セスト約シタル者ニ非ス故ニ之ヲ以テ原告ノ廃業ヲ拒ムノ権利ナシトス
但訴訟入費ハ被告ヨリ償却スヘシ
明治十二年九月三十日 東京裁判所
11「娼妓出稼廃業一件」（東京上等裁判所、M12・12・22判決）［初審 10］
明治十二年第千弐百八拾号
所長心得　大坪 ㊞
主任判事　和田収蔵 ㊞
裁判書按
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東京府浅草区平民
貸座敷渡世河田粂蔵代人
同府本郷区平民
原　告 岩　瀬　匡　介
同府浅草区平民
貸座敷渡世河田粂蔵方出稼娼妓
同府同区平民大谷浅吉方
同居平民横堀そめ代人
右大谷浅吉方同居平民
被　告 大　池　篤　三
娼妓出稼廃業一件東京裁判所ノ裁判不服ノ控訴審理判決スル如左
原告ハ原告第壱号証第四項ノ趣意ハ被告カ娼妓廃業ノ後借用金弁償スト解釈スヘキ
モノニ無之然ルニ初審庁ニ於テ該証第四項ハ廃業スルトキハ借用金ヲ弁償スト証シ
タルノミ弁償了ラサレハ廃業セスト約シタル者ニ非ス云々ト裁判アリシハ不服ノ趣
申立ト雖トモ右第壱号証第四項ハ廃業ノトキハ借用金弁償スト云フ迄ニテ弁金後
廃業ストノ趣意ニ無之トノ被告供述ハ穏当ナリト認メタレハ原告申分採用シ難シ
右ノ理由ナルニ付
渾テ初審裁判ノ通可相心得訴訟入費ハ原告ヨリ償却スヘシ
明治十二年十二月廿二日 東京上等裁判所
明治 13年
12「娼妓稼履行ノ訴訟」（東京上等裁判所、M13・01・23判決）［初審・静岡裁浜
松支庁判決なし］
［明治一二年］第千百六拾号
所長心得　西 ㊞
主任判事　塩坪恭良 ㊞
裁判言渡按
静岡県遠江国敷知郡平民松本由太郎
後見人松島茂三代人
東京府本所区平民
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原告 河　合　文次郎
静岡県遠江国敷知郡平民本田磯蔵代人
東京府日本橋区寄留新潟県士族
被告 安　藤　復三郎
娼妓稼履行ノ訴訟静岡裁判所浜松支庁ノ裁判不服及控訴ニ付審理判決スル如左
原告ニ於テ第弐号証ハ「なか」承諾印アラサルヲ以被告ヘ対シ「なか」ヲ娼妓ト為
サン事ハ請求セス右弐号証末項ニ「万一不得止儀ニテ違約其時日延引中損害ハ拙者
方ニテ仕払云々」トアルニ因リ「なか」ヲ娼妓トナサヽルニ付テハ右末項ノ契約ニ
因リ被告ハ原告ヘ対シ相当ノ償金ヲ差出スノ義務アルモノニ付第壱号証ノ金拾円
ト相当ノ償金ヲ請求スル旨申立ルト雖トモ第弐号証末項ニ右ノ通約定仕候上ハ本
月廿日限急度願書調印ヲナシ本人貴殿方ヘ帰宿為致可申万一不得止儀ニテ違約其
時日延引中損害ハ拙者方ニテ仕払必本年中ニ娼妓自稼為致申候云々トアレハ該項
違約損害云々ノ文字ハ「なか」娼妓ト相成ル時日延期ノ時ハ其延期中ノ損害アラハ
之ヲ償フヘシトノ約旨ナリ而シテ其第弐号証タルヤ「なか」承諾セサルヲ以為スヲ
得ヘカラサル無効ノ契約ナルハ原告モ自認シ加之「なか」娼妓ト相成ラサル為メ原
告損害アリシ証跡非ラス旁原告ニ於テ被告ヘ対シ相当ノ償金ヲ請求スル申分ハ難
及採用原告第一号証ノ金拾円ハ尋常ノ貸金ナリトス而シテ該金ハ被告カ原告江差
戻シタルヲ原告カ拒之レヲ請取ラサリシトノ事ハ被告申立ニ止リ其ヲ拒タルノ証
アラス因テ本訴ハ原告第一号証ノ金拾円ハ一ケ年百分ノ六利足ヲ加ヘ被告ヨリ原
告ヘ可返済モノト可相心得候事
但訴訟入費ハ原被告自弁之事
明治十三年一月廿三日 東京上等裁判所
13「娼妓廃業調印請求ノ訴訟」（東京裁判所、M13・01・31判決）［控訴審なし］
明治十二年［第］三千四百六十一［二・・・欄外］号
所長　池田 ㊞ 判　事　勝部静男 ㊞
判事補　伊地知光定 ㊞
同 樋口浚平 ㊞
裁判言渡書
原告東京府京橋区平民宮下亀太郎
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右同人長女宮下くま代言人
上　島　重　威
被告東京府南足立郡平民
白井助四郎代人同府同郡士族
池　田　勝　治
娼妓廃業調印請求ノ訴訟審判スル左ノ如シ
原告ニ於テ明治十一年四月中被告ヨリ乙号証ノ如ク金五拾五円借受ケ尓来くまハ被
告方ニテ娼妓稼業致居タルニ明治十二年二月流産セシ後引続テ黴毒ヲ患ヒ現今ニ至
テハ身体大ニ衰弱シ稼業ヲナシ能ハサルニ付警察署ヘ届出幷ニ廃業願書ニ調印致呉
度旨要請スルモくまノ身体ニ就キ警視病院医員ノ診断スル所ニ拠レハ少シク乏血ヲ
顕ハスト雖モ脈搏呼吸等ニ異状ナク稼業ヲナスニ差支無之者トアリ然ラハ先ツ乙
号証金額ノ返済ヲ為サスシテ唯廃業願書ノ調印ヲ要スルハ不当ニ付其訟求相立ス
但訴訟入費ハ成規ノ通原告ヨリ償却ス可シ
明治十三年一月三十一日 ［東京裁判所］
14「娼妓廃業鑑札取戻之訴訟」（東京裁判所、M13・03・18判決）［控訴審なし］
明治十二年第三千三百二十七号
所長　池田 ㊞ 判　事　後藤広貞 ㊞
判事補　鈴木捨三 ㊞
裁判言渡書
原告東京府小石川区平民
菊　池　イ　シ
被告仝府本郷区平民
渡坂清吉代人神田区士族
近　藤　直　温
娼妓廃業鑑札取戻之訴訟始審裁判スル左ノ如シ
原告ニ於テ乙第一号証ノ如ク被告ト結約ヲナセシ後該契約借用金七拾円別途金七
拾円合金百四拾円借用ノ内ヘ明治十二年五月二十一日契約金ノ部ヘ金六拾円甲第
一号証ノ如ク返弁シ別途金ノ内ヘ同十二年五月廿三日甲第二号証ノ如ク金五拾円
還却シ残額合金三拾一円二十五銭ノミナレハ曩キニ被告ヘ委附セシ諸物品ヲ売却
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シ該代償ヲ以テ皆済スヘキナレハ原告病気ニ付娼妓廃業ヲ為サント欲スル旨開陳
スルト雖トモ抑甲第一号証ノ但書ニ別紙金ト明記シアルヲ視レハ乙第一号証則チ
契約金七十円ニ対シ返戻セシ者ニ非サルコト明ラカナリ如何トナレハ乙第一号証
ハ故サラニ別紙金ノ三字ヲ記載スルノ理ナカルヘシ由此観之乙第一号証契約金ニ
入金セシトハ認メカタシ況ンヤ乙第一号証ノ現ニ被告カ保有シアルヲヤ
原告ニ於テ甲第一号証ノ金六拾円ハ現金ヲ以テ返弁シ蒲団代金等ハ原告カ自カラ
之ヲ弁償セシ旨陳供スルモ果シテ弁償セシ証佐アルニ非サレハ被告陳述ノ如ク其
実甲第一号証ハ甲第二号証ノ五十円ト蒲団代金等ヲ合シ甲第一号証ノ成立スル者
ト看做サヽルヲ得ス加之当初原告カ勧解庁ヘ呈出セシ計算書ニ依レハ合金百四十
円ノ内ヘ金ヲ六拾円入金シ残額ハ夜具其他ノ諸物品ヲ以テ返弁スヘシト明状シア
ルヲ当時ノ実況ニ就テモ当サニ契約金ノ内ヘ返弁セシトハ認ムルヲ得ス因テ原告
ハ乙第一号証乃至乙第三号証ノ金円ハ証書明文ニ基キ返弁スヘキ義務アル者トス
前条ノ理由ナルニ依リ原告ハ曩キニ被告ヘ抵当トナシタル諸物品ヲ売却シ速カニ
証書元利金額ヲ弁償スヘシ若シ弁償シ能ハサル時ハ原告要請ノ廃業スルコトヲ得
サル者トス
但訴訟入費ハ原告ヨリ償却スヘシ
［明治］十三年三月十八日 ［東京裁判所］
15「娼妓廃業拒障ノ訴訟」（東京上等裁判所、M13・05・20判決）［初審・横浜裁
判決なし］
［明治］十三年第九拾壱号
所長　西 ㊞
判事　塩坪恭良 ㊞
裁判言渡按
神奈川県横浜区原田久太郎方寄留
同県同区平民当時娼妓業中野シケ代人
同県同区平民
原　告 高　橋　清五郎
神奈川県横浜区平民原田久太郎代人
同県同区平民
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被　告 小　澤 栄
娼妓廃業拒障ノ訴訟横浜裁判所ノ裁判不服及控訴ニ付審理判決スル如左
原告ニ於テ被告第壱号証ニ「疾病其他無余儀廃業云々候節ハ借用金ハ一時ニ皆済可
仕候」トアルハ廃業ト借金返済ハ併行スルノ約旨ナルモ今回原告ノ廃業ハ自己勝手
ノ廃業ニ非ラス全ク黴毒ニ触レ続テ病余蠃弱ナルヨリ所詮娼妓ノ業ハ為シ得ヘカ
ラサルモノト断念シ一身保護ノ為メニ廃業セントスルモノナルニ被告第壱号証ノ
契約ニ因リ被告カ廃業ノ故障ヲ為スハ人身ヲ束縛スルモノニテ明治五年太政官第
弐百九拾五号布告明治五年司法省第廿弐号達ニ相触レ被告ノ故障ハ不当ナル旨医
師ノ胗断書ヲ証トシ種々申立ルト雖モ被告第壱号証ニ「右ハ云々若病疾其他無余儀
廃業又ハ同居換等致候節ハ借用金ハ一時ニ皆済可仕候右皆済ニ不相成候ハ廃業等
決テ申出間敷候事」トアレハ該証ハ人身ヲ束縛スルノ契約ニ非ラス原告ノ娼妓営業
ハ負債償却セサレハ廃業スマシト相約シタルモノニテ全ク営業ノ事ニ止ムモノニ
テ被告モ原告ノ廃業ヲ強テ故障スルモノニ非ラス第壱号証ノ負債償却シテ后廃業
スヘキモノナリト主張スルモノナレハ旁被告第壱号証ノ契約ハ明治五年太政官第
弐百九拾五号布告明治五年司法省第廿弐号達ニ関セサルモノナリ而シテ原告ノ蠃
弱ナルハ原告一身ノ不幸ニシテ被告ノ関知スヘキモノニ非ラサレハ原告蠃弱ノ為
メ娼妓営業不相成モノナラハ被告第壱号証契約ノ通リ負債ヲ償却シテ廃業スヘキ
モノナリ因テ原告申分ハ不条理ニ付難及採用初審裁番ノ通可相心得候事
但訴訟入費ハ規則ノ通控訴原告人ヨリ控訴被告人ヘ可及償却候事
東京上等裁判所
明治十三年五月二十日 判事 塩　坪　恭　良
16「娼妓廃業拒障除一件」（東京上等裁判所、M13・06・30判決）［初審・横浜裁
判決なし］
［明治］十二年第千三百七十五号
所長　西 ㊞
主任判事　人見恒民 ㊞
裁判書案
神奈川県武蔵国橘樹郡平民
栗原政五郎代人
303
明治大学　法律論叢 87巻 2・3号：責了 book.tex page304 2014/12/17 10:34
法律論叢 87巻 2・3合併号
東京府神田区平民
原　告 齋　藤　幸治郎
同県横浜区平民
深井利右衛門同ワカ代人
右深井利右衛門長男
被　告 深　井　又兵衛
娼妓廃業拒障除一件横浜裁判所ノ裁判不服ノ控訴審理ヲ遂ケ判決スル左ノ如シ
原告ハ被告ワカヾ身体衰弱ナリヤ否ヤノ審理ヲ遂ケ其廃業ヲ為サシムルト否トノ
区分ヲ判決セラレンコトヲ求ムト申立レトモ被告等カワカノ廃業ヲ欲スル至意ハ
身体衰弱ノ点ノミナラス原来娼妓ノ賎業ナルヨリ発明シテ他業ニ転移セントテ訴
訟ヲ起シタルモノナレハ原告カ右ノ如キ身体衰弱ノ点ノミヲ以テ本訴ノ区分ヲ立
ントスル申立ハ素ヨリ採用スルニ足ラス仍テ仮令身体ハ衰弱ニアラサルモ他業ニ
転セントスル望ミアル上ハ原告ハ之レヲ拒ムヘキノ権利ナク到底初審裁判所裁判
ノ通タルヘキ事
但猶原告ハワカニ対シ恩儀アリ其恩儀ヲ忘却シテ他業ニ転スルハ相済マス云々
申立レトモ本条裁示スル如ク賎業ヲ知リ正業ニ転スルワカノ自由権ヲ原告於テ
拒ムヘキ条理ナキヲ以テ採用セス将タ訴訟入費ハ原告ヨリ被告ヘ償却スヘシ
東京上等裁判所
明治十三年六月三十日 判事 人　見　恒　民
17「抱芸妓取戻ノ訴訟」（東京裁判所、M13・10・30判決）［控訴審なし］
明治十三年［第］三千三百四十六号
所長 判事　高塩又四郎 ㊞
同補　樋口波平 ㊞
同補　中川　渚 ㊞
裁判言渡書
原告東京府日本橋区平民
渡辺喜代吉母うた代人同人方寄留石川県平民
五　社　浮　門
被告東京府京橋区平民
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杉田長吉代人同府浅草区
安藤市太郎右同居平民
安　藤　銀三郎
抱芸妓取戻ノ訴訟始審ノ裁判如左
原告ニ於テ本諸証ノ如ク被告人ノ長女かめヲ芸妓出稼致サセ置キタルニ本人病気
ニ付快癒ノ上再ヒ出稼スヘキ口約ニテ一先廃業致サセタリ然ルニ現今他ヘ出稼致
居ルヲ以テ本人取戻度旨訟求スレトモ該口約セシモノト認ムヘキ証慿ナキ上ハ今
更之カ取戻ヲ要スヘキ理由ナシトス依テ原告ノ訟求不相立
但訴訟入費ハ原告ヨリ償却スベシ
明治十三年十月三十日 ［東京裁判所］
18「娼妓廃業差拒ノ訴訟」（東京裁判所、M13・10・30判決）［控訴審なし］
明治十三年第三千百六十号
所長 馬屋原［二郎］判事 ㊞
菅原［龍吉］判事補 ㊞
裁判言渡書
原告東京府下谷区平民
小柳津久三郎代南豊島郡
鈴木弥三吉方止宿平民
渡　邊　比良政
被告同府南豊島郡平民
登坂松之助代平民
田　川　弥　六
娼妓廃業差拒ノ訴訟始審ノ裁判如左
被告ニ於テ原告ハ乙号壱弐参号証借用金ヲ娼妓近藤ゑい加藤きと稼高ヲ以テ甲第
壱弐号証ノ通漸次償却シタル残額ハ直ニ返却スルニ付右弐名ハ廃業ノ上退身為致
度而テ別途弐名ニ貸渡シタル金子ハ原告ニ於テ返金ノ義務ナキ旨開陳スルモ乙第
四号ノ証金子ハ本人ノ娼妓営業ヲ目的ニ貸渡シタルモノナレハ該元利金完済ナラ
サレハ本訴ノ請求ニ難応旨申立ルト雖モ乙第四号証中乙第壱弐三号ノ証金額ノ外
ハ被告ニ於テゑい幷きとト直接ノ貸借ナレハ本人ヨリ返却ヲ受クヘキモノニテ原
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告ハ関係ナキモノトス抑ゑい等ハ乙第壱弐参号証借用金返償ノ為メ其営業ヲ為ス
コトヲ契約セシモノニテ営業中区々若干ヲ償却シ残金ハ原告ニ於テ返却スル内ヲ
以テ廃業ヲ需ムル上ハ被告ハ別途貸金ノ為メ尚ホ本人ヲ抑留シ娼妓廃業ヲ拒ムヘ
カラサルモノニ付申分不相立依テ原告ノ請求ニ応シ被告ハ速ニゑい幷きとカ娼妓
ノ廃業ヲ承諾スベシ
但訴訟入費ハ被告ヨリ原告ヘ償却スベシ
明治十三年十月三十日 東京裁判所
19「娼妓営業定約履行ノ訴」（松江裁判所鳥取支庁、M13・11・30判決）［控訴審
なし］
明治十三年第千百三十六号
判事　針生 ㊞ 老泉 十六等出仕 ㊞
土橋 十六等出仕 ㊞
裁判言渡書
島根県因幡国邑美郡平民
原　告 信　夫　甚五郎
島根県因幡国邑美郡平民
被　告 坂　本　フ　ユ
島根県士族
被告代言人 田　中　至　義
娼妓営業定約履行ノ訴
本訴ハ原告ヨリ被告ニ貸シタル金円弐拾五円ヲ被告義娼妓営業ヲ為シ其利益ヲ以
テ返金スル約故速ニ其営業ヲ為シ返金受ケ度シトノコトナリ然ルニ被告於テハ原
告差出ス百弐拾五円ノ借金証書幷ニ娼妓営業ヲ為シ其利益ヲ以テ返金スル旨ノ約
定証書ハ原告幷ニ田中庫蔵等ニ欺カレ右等ノ証書トハ知ラスシテ差入レタルモノ
故無効ノ証書ナリ仮令右ハ真正ノモノトスルモ娼妓云々トハ人身ヲ束縛シ公衆ノ
安寧ヲ害スルノミナラス醜辱ノ業故亦無効ノ約ナリ尤モ百弐拾五円ノ返金ス可キ
筋ナルモ即今調金ノ目途之レ無キ旨答弁セリ依テ判決スル左ノ如シ
被告於テ原告差出ス諸証書ハ原告等ニ欺カレ差入レタルモノナリト云フモ口頭ノ
ミニテ証拠ナキ故採用シ難シ依テ被告ハ娼妓ノ業ヲ営ミ其利得ヲ以テ返金ス可キ
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約束ニテ原告ヨリ金百弐拾五円ヲ借リ受ケタル真正ノ証書ナリトス然ルニ被告於
テ娼妓ナルモノハ身ヲ束縛シテ地ニ致シ醜辱ノ営業タルノミナラス公衆ノ安寧ヲ
害スルモノナルヲ以テ該約束ハ無効ニ帰スルモノナリト云フモ固ト其意議ヲ以テ
金ヲ借リ即今別ニ返金ノ目途ナキナレハ仮令醜辱ノ業ヲ営マサルヲ得サルモ之レ
ヲ以テ無効ノ契約トハ為シ難ク且娼妓ハ身ヲ束縛セラレ又ハ公衆ノ安寧ヲ害スル
等ノ謂レナシ依テ被告ハ娼妓ノ業ニ従事シ其利得ヲ以テ返金ノ義務ヲ尽スヘキ事
但シ訴訟入費ハ敗者被告ノ弁償ニ帰ス加シ
明治十三年十一月三十日 ［松江裁判所鳥取支庁］
明治 14年
20「芸妓立戻ノ詞訟」（東京裁判所、M14・03・18判決）［控訴審なし］
［明治］十四年第三百七十弐号
所長　池田 ㊞ 判　事　後 藤 廣 貞 ㊞
判事補　秋 山 源 蔵 ㊞
判事補　伊地知光定 ㊞
裁判言渡書
原告東京府赤坂区平民近藤伊兵衛
代人同府同区平民
小　林　龍　夫
被告東京府本所区士族本多サク
同府同所同人長女本多ウキ右両名代人
同府浅草区平民
米　津　清　助
芸妓立戻ノ詞訟審理スル処
原告ニ於テハ被告サク娘ウキ芸妓出稼致シ度旨ニ付昨明治十三年十月一日甲号証
ノ約定ニテ右ウキ引取芸妓営業ナサシメタルニ同年十二月十九日母病気ノ由ニテ
親元ヘ立帰リタル侭立戻ラザルニ付右ウキノ立戻ヲ要求ス
被告サクニ於テ娘ウキハ甲号証ノ約定ニテ四年間原告方ニ於テ芸妓出稼為致筈ナ
ルニヨリ「ウキ」ノ原告方ヘ立戻ル事ニ付異存ハ更ラニ無之旨申立被告ウキニ於テ
ハ原告ハ不条理ノ取扱ヲナスニハアラザレトモ原告ノ妻ト心行合ハザル而巳ナラ
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ズ芸妓廃業致シ度ニ付原告方ヘ立戻リ難キ旨申立タリ
仍テ始審裁判左ノ如シ
原告ニ於テハ甲号証ニ基キ被告ウキノ立戻ヲ訟求スト雖トモ該証中ニ「我等ヨリ違
約致シ廃業又ハ他ヘ住替ノ節ハ別紙借用金ハ不残即時ニ返済可仕云々」トアル上ハ
原告ニ於テ貸金ヲ求ムルノ訴権アルモ芸妓廃業ヲ拒ムノ権ナキモノニ付被告ウキ
ノ取戻ヲ要請スル事ヲ得ザルモノトス因テ原告訟求相立ズ
但シ訴訟入費ハ原告ヨリ弁償スヘシ
［明治］十四年三月十八日 ［東京裁判所］
21「娼妓約定履行之訴訟」（東京裁判所、M14・03・30判決）［控訴審 22］
明治十四年第弐百五号
［所長］ 池田 ㊞ 後 藤 判事 ㊞
鈴 木 仝補 ㊞
草 間 仝補 ㊞
裁判言渡書
原告東京府神田区平民
高見澤　愛　作
被告同府下谷区平民
角　野　仁兵衛
被告角野仁兵衛妻
角　野　ナ　ミ
被告角野仁兵衛長女
角　野　タ　ミ
被告同府本所区平民
中　村　定　吉
娼妓約定履行之訴訟始審裁判如左
原告ハ甲第壱号証ニ基キ被告タミノ娼妓出稼センコトヲ欲スルモ該証ハタミニ於
テ認諾シ如斯権利ヲナミニ与ヘタルコト之レナキ旨申張シ果シテタミノ代理委任
モナク又タミノ記名調印モアラサルヲ視レハ即チ該証ハ被告ナミノ専行ニ出タル
者ト認メサルヲ得ス其専行ニ出タル契約ナレハ被告タミニ対シテハ其効ヲ有セサ
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ル者トス而シテ甲第弐号貸金証書中前略亦ハ違約候節ハ云々中略弁済ス可キ云々トア
リテ既ニ内金二十五円ヲ原告領収シアルヲ以テ視レハ原告ハ該証書ニ基キ時ニ貸
金ヲ要請スルノ権アルモ飽マテ被告タミカ娼妓出稼ヲ要求スルノ権ナキモノトス
但訴訟入費ハ成規ノ通リ原告ヨリ償却スヘシ
［明治十四年］三月三十日 ［東京裁判所］
22「娼妓約定履行ノ訴」（東京控訴裁判所、M15・04・05判決）［初審 21］
明治十四年第八百廿五号
所長 坂 口 書記 ㊞
主任 富永判事
副任 土居判事
副任 岩崎判事
裁判言渡書
東京府神田区益村はな方同居平民
原　告 高見澤　愛　作
同府下谷区平民
被　告 角　野　仁兵衛
右同人妻
被　告 角　野　な　み
右同人長女
被　告 角　野　た　み
同府本所区平民
被　告 中　村　定　吉
娼妓約定履行之訴東京始審裁判所ノ才判不服ノ一按遂審理処本案ノ要点ハ原告ニ
ヒ告角野たみヲシテ甲第壱号証契約ノ如ク娼妓之賎業ヲ営マシムルノ権利アリヤ
否ヲ判定スルニ在リトス今之ヲ按スルニ此甲第一号ノ契約書ニハ仁兵衛たみ代兼
なみト記名調印アレトモ果テなみハたみノ代人タリシコトヲ証明スルニ足ルノ文
書モナク其他何モ代理ノ証慿アルコトナシ尤原告ハ之ヲ東京裁判所検事局ニ於テ
検事其代理委任状ヲ認メラレシ上授受セシ旨申供スト雖モ検事ノ委任状ヲ認メシ
証左モ其文書ヲ同局ニ於テ授受セシ確証モアルコトナケレハ始審庁ニ於テ認定セ
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シ如ク此証文ハたみノ知ラサル者故ニ之ヲ以テたみニ対シ其契約ノ履行ヲ求ムル
ヲ得サルモノトス
又甲第二三号証ノ如キハ一旦娼妓営業ノ利益ヲ以テ借金返済ノ契約ヲ為シタルニ
相違ナシト雖モ事故アリテ其業ヲ営ム能ハサルニ付内金廿五円ヲ返済シ娼妓営業
返金ノ契約茲ニ更改セシコト証拠分明ナリトス仍テ原告ハ之ヲ尋常ノ貸金トシテ
残金元利ヲ請求スルハ格別本案ノ請求ハ相立サル儀ト心得ヘシ
判決
原告控訴不相立事
但訴訟入費ハ各自弁タルヘキ事
東京控訴裁判所
判事 富 永 冬 樹
明治十五年四月五日 判事　土 居 　 徹
判事 岩 崎 直 礼
23「娼妓稼金精算ノ詞訟」（東京裁判所、M14・06・30判決）［控訴審 24］
明治十四年第千弐百六号
所長 池田 ㊞
於保 判事 ㊞
中川 判事 ㊞
樋口 判事 ㊞
裁判言渡書
原告東京府浅草区平民平井久次郎代人
同区平民
小　栗　涛　平
被告東京府浅草区平民
安藤昇三郎代人
北豊島郡平民
黒　田　惣　吉
娼妓稼金精算ノ詞訟始審裁判如左
第壱条 原告ニ於テ長女ヒサカ被告方ヘ娼妓出稼ヲナス際客壱名ニ付揚代金三拾七
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銭五厘ノ内ヒサノ手取金ハ拾七銭ニシテ乙第壱号証ハ被告ガ元警視分署ノ達ナリト
詐リタルヲ知ラスシテ差入タル無効ノ証書ナル旨申立ルト雖モ最初稼金割合ノ儀ハ
丁第壱号証新吉原町元締ノ帳簿ニ記載アルヒサト被告ノ契約　
（ ママ ）
指最　書ニ「金三拾七銭
五厘内金弐拾銭九厘貸候懸金拾六銭六厘娼妓」トアツテ原被告及本人ヒサ等押印シ
タルヲ視レハ乙第壱号証ヲ差入ル迄ハヒサノ手取金ハ拾六銭六厘ナルコト瞭然タリ
而シテ乙第壱号証ハ果シテ被告ヨリ詐欺ニ成立チタリト看認ムヘキ証拠ナク現ニ
原告幷ヒサニ於テ自ラ記名押印シ新吉原町元締奥印ヲナシ加之丁第弐号証即チ該
元締ノ帳簿ニモ原被告等押印シタレハ乙第壱号証ハ正当ニ結約セシモノト認定ス
第弐条 原告ニ於テ乙第四五号証及ヒ丙第壱弐号証ニ基キタル被告ノ計算ニ因レ
ハヒサノ稼金借用金差引百五拾三円余ノ借用金ニ相成有之モ該証ハ被告ニテ擅ニ
記載シタル不正ノ帳簿ニシテ右計算書ノ内ヒサガ受取ラサル金員又ハ稼金割合相
違等ヨリ生スル差金ヲ扣除シ差引金七円九銭六厘ハ反テ被告ヘ過渡相成タル旨申
立ルト雖モ口頭ノ陳弁ニ止リ視ルヘキノ証ナク殊ニ本人ヒサニ於テ右帳簿ヘ押印
ヲナシ又明治十三年十月以下無印ノ廉モ稼金借用金等相違ナキ旨陳述スルヲ視レ
ハ該帳簿ハ真正ニ成立チタルモノト認定ス
第三条 前条ノ理由ナルヲ以テヒサノ稼金ハ乙第壱号及ヒ丁第壱号証ニ基キ借用
金等ハ乙第四五号及ヒ丙第壱弐号証ニ基キ差引精算ヲナスヘシ
但訴訟入費ハ原告ヨリ弁償スヘシ
明治十四年六月三十日 東京才判所
24「娼妓稼金精算ノ詞訟」（東京上等裁判所、M14・11・08判決）［初審 23］
明治十四年第千八百五十六号
所長 西 ㊞
主任判事 今村信行 ㊞
副任判事 廣瀬義輗 ㊞
裁判言渡
東京府浅草区平民平井久次郎代人
同区平民
原　告 小　栗　涛　平
同区平民安藤昇三郎代人
311
明治大学　法律論叢 87巻 2・3号：責了 book.tex page312 2014/12/17 10:34
法律論叢 87巻 2・3合併号
東京府神田区平民
被　告 古谷島　七兵衛
娼妓稼金精算ノ詞訟東京裁判所ノ裁判不服ノ控訴審理判決スル左ノ如シ
原告ハ曽テ長女ヒサヲ娼妓出稼ニ遣シ被告ヨリ金弐百円余借用シ被告第壱二号証
ニ調印シタルニ相違ナク且第三号証モヒサノ押印セシモノナレトモヒサ稼中揚代
金三拾七銭五厘ノ内金拾五銭八厘壱毛ハ全クヒサノ所得ト定メ被告第壱号証ニ記
載アルカ如ク借用金ノ返済ニ充ツヘキ契約ナルカ故右借用ノ元金ト差引精算ヲ遂
ケ度旨縷陳スレトモ被告ニ於テハ右貸金ハ第二号証ノ但書ニ照シ利足ヲ加ヘ第三
号証ノ契約ニ基キ八銭八厘壱毛ヲ貸金元利ノ返済ニ充テ精算ヲ為シ而シテ第壱号
証改正已前ニ係ル違算金八円五拾弐銭原告ヘ払フ可キモノ有之故之ヲ相殺シ返済
ヲ受タシト抗弁シ而シテ第二号証但書ニ（利子之義ハ一ケ月金弐拾五円ニ付金弐拾
五銭之割）トアリ又第三号証中ニハ（内八銭八厘壱毛貸座敷ヨリ借用シタル金額ノ内ヘ返金之
事猶引残七銭也娼妓江十日目毎計算ノ上可相渡事）トアリテ引合人平井ヒサニ於ケルモ第三
号証ニ基キ揚代金ノ内七銭ハ時々己レノ費用ニ仕払タリト陳述スル程ナレハヒサ
ノ揚代金三拾七銭五厘ノ内全ク借用金ノ返済ニ充テタルモノハ金八銭八厘壱毛ナ
リト看認サルヲ得ス然リ而シテ第二号証ノ但書ニ利足ノ契約モ有之故原告ノ申立
テハ採用セス依テ第二号第三号証ニ基キ精算之上被告申立ル違算金八円五拾弐銭
原告ヘ受取ル可キモノトナシ是ヲ相殺シ済方致ス可キ儀ト可相心得事
但訴訟入費ハ成規ニ照シ原告ヨリ償却スヘシ
東京上等裁判所
明治十四年十一月八日 判事　今 村 信 行
判事　廣 瀬 義 輗
25「芸妓稼違約」（神戸裁判所、M14・07・11判決）［控訴審なし］
［明治十四年］第百六十二号
裁判言渡書
摂津国神戸区高濱柴太郎代言人
仝区元町通三丁目
原　告 山　本　勝次郎
仝区丹羽亀太郎方寄留
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当時広島県安芸国中田「モト」同居
被　告 田　村　千　代
大阪府摂津国西成郡田村喜三郎代人仝府仝国
西区
被　告 木　村　兼　輔
本訴ハ被告ノ内田村千代カ転籍セシニ付原告及ヒ被告喜三郎代人ニ於テ起訴ノ手
続ヲ争訟スルニ因リ予審判決ヲ為ス左ノ如シ
第一条 原告カ本訴ヲ起セシ明治十四年六月十五日ニ於テ被告ノ内田村千代ハ其
寄留所ニ在ラス而シテ原告カ被告田村喜三郎ニ該訴状ヲ渡セシ明治十四年六月廿
一日午後六時以前ニ於テ既ニ千代ハ安芸国広島西地方町中田「モト」ノ仝居ト成リ
其送籍ノ手続ヲ終タルコトハ被告喜三郎代人ノ差出ス所管戸長役場ノ戸籍写ニヨ
リ明ナリ然ラハ被告二名トモ当庁管内ノ住居ニアラサルヲ以テ原告ハ被告所在ノ
地ノ裁判所ニ更ニ出訴スヘキハ当然ニシテ当裁判所ニ於テハ之レヲ受理スル能ハ
サルモノナリ
第二条 前条ノ理由ナルヲ以テ該訴状ヲ却下ス
但被告喜三郎ノ入費金弐拾八円三十三銭ハ原告ヨリ弁償ス可シ
明治十四年七月十一日
於神戸裁判所
判事　赤堀義民 ㊞
26「娼妓営業鑑札返上願書ニ押印ヲ要ムルノ詞訟」（名古屋裁判所、M14・08・11
判決）［控訴審なし］
明治十四年第五百四十四号
主任判事　山田 ㊞ 附属　大田 ㊞
［裁判言渡書］
愛知県尾張国東春日井郡平民
江口安左衛門長女
同県同国名古屋区平民
坪内タマ方寄留娼妓
原　告 江　口　マ　ス
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同県同国名古屋区平民
被　告 坪　田　タ　マ
娼妓営業鑑札返上願書ニ押印ヲ要ムルノ詞訟遂審理判決スルコト左ノ如シ
本訴ハ被告ニ於テ原告カ娼妓営業ヲ為スニ付テハ多分ノ金円貸与ヘ稼高ヲ以テ追々
返済ス可キ契約ニシテ則第壱号約定証ニ（負債悉皆相済迄ハ私能力ヲ以返済仕候復
負債方法ノ義ニ付貴殿ノ差図ニ随ヒ毫末モ苦情申間敷云々）トアレハ第弐号証以下
ノ貸金返済ノ上ナラテハ原告ノ請求ニ難応旨云々抗弁スト雖モ原告於テハ尓来多
病ニシテ営業ニ堪ヘ難ケレハ鑑札ヲ返上シテ正業ニ復シ度又負債ハ一時皆済行届
カサレハ抵当ノ物品ヲ相渡不足ノ分ハ正業ニ基キ月賦又ハ年賦ヲ以テ償却ス可キ
旨申立其負債償却方法ニ於ケルヤ敢テ不当ノコトモ無之上ハ被告ニ於テ仮令第壱
号証ニ負債償却方法ハ被告ノ指揮ニ随フ可キトノ契約アルモ貸金返済セサレハ正
業ニ復スルヲ拒ムハ之レ金談上ヨリ人身ヲ束縛スルニ該リ条理ニ於テ為スヲ得辺
カラサルモノナレハ被告ノ申分採用セス
依テ本訴ハ原告請求ノ趣旨ニ基キ愛知県布達ノ如ク娼妓廃業届書ニ迅速被告モ連
印ス可シ
但訴訟入費ハ成規ニ照シ被告人ヨリ償却ス可シ
明治十四年八月十一日 名古屋裁判所
27「娼妓鑑札返上差拒ノ訴訟」（名古屋裁判所、M14・09・14判決）［控訴審なし］
明治十四年第七百四十四号
主任　大田判事 ㊞ 民事附属　田中 ㊞
［裁判言渡書］
愛知県尾張国愛知郡名古屋区平民
遠山リユウ総理代人
同県同国同郡同区寄留
士族
原　告 山　腰　弘　道
同県同国同郡同区同居平民
高津八重総理代人
同県同国同郡同区平民
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被　告 加　藤　嘉兵衛
娼妓鑑札返上差拒ノ訴訟審理判決スルコト左ノ如シ
本訴ハ被告ニ於テ原告カ娼妓営業ヲ為ニ付テハ若干ノ金円ヲ貸与ヘ稼高ヲ以テ返
却ス可キ契約ニシテ且原告ハ病気ニ阻メラレ営業ヲ為ス能ハスト云フモ医員ノ胗
断ヲ経サレバ更ニ信用ナシ難キ旨云々抗弁スト雖モ原告ニ於テ該負債ハ営業金ヲ
以テ既ニ償還相済却テ被告ヨリ受取金アレバ本衙明治十四年第七百七十四号ヲ以
テ花揚代精算致金請求ノ訴訟中ニシテ又病気ハ医師ノ胗断書アル旨開陳ス然ニ被
告ハ該胗断書ハ営業ニ堪エ難キ乎否ヲ明記セサレハ更ニ原被告立会駆黴院ノ胗察
ヲ受ク可キ旨陳弁スルモ原告ハ病体ノ如何ニ関ハラズ正業ニ復シ度旨申立ル上ハ
抑営業ナル者ハ本人ノ随意ニシテ他ヨリ之ヲ拘束ス可キ条理ナキヲ以テ本訴ハ原
告請求ノ如ク愛知県布達ニ基キ娼妓廃業届書ニ迅速被告モ連署ス可シ
但訴訟入費ハ被告人ヨリ償却ス可シ
明治十四年九月十四日 ［名古屋裁判所］
28「娼妓廃業連署差拒ノ訴訟」（東京裁判所、M14・10・29判決）［控訴審なし］
明治十四年第二千八百七十九号
所長 池田 ㊞ 目賀田判事 ㊞
秋　山判事補 ㊞
村　田判事補 ㊞
裁判言渡書
原告東京府浅草区愛知県平民
野崎藤吉仝区
坂部延太郎方野崎ユキ仝所野崎カマ
右三名代言人浅草巳西三筋町五十四番地平民
坂　田　高　壽
被告仝府浅草区平民
貸座敷渡世坂部延太郎後見人坂部長次郎総理代人
加　藤　源　助
娼妓廃業連署差拒ノ訴訟始審ノ裁判ヲ為ス左ノ如シ
被告代人ニ於テ原告野崎カマ同ユキノ両名ハ被告方ニ於テ娼妓稼業ヲ営ミ居シ処
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今回廃業ナシ度ニ付其願書ニ連署ナシ呉ヘキ旨乞求スルモ被告ハ右両名ヘ乙第壱
号及第三号証ノ如ク貸金アルヲ以テ該金学ヲ約定ニ基キ皆済スルニアラザレハ原
告等ノ廃業ヲ承諾ナシ難き旨主張スト雖トモ抑モ原告等カ正業ニ就カントスルニ
其ノ之ヲ為ス自己ノ権内ニシテ制止スヘカラサルモノトス然シテ乙第一号乃至四
号証ニ因リテ貸金皆済ナラサレハ娼妓稼業ヲ強テ為サシメントスルハ人ノ身体自
由ヲ抑制スルモノナルヲ以テ無効ノ契約ナリトス因テ原告等ノ廃業ヲ被告ニ於テ
拒ムヘキ権利ナキモノナレハ被告ハ速ニ其廃業願書ニ連署スヘシ
但訴訟入費ハ被告ヨリ原告ヘ償却スベシ
明治十四年十月廿九日 東京裁判所
29「娼妓廃業約定履行ノ訴訟」（東京裁判所、M14・11・24判決）［控訴審なし］
明治十四年第二千九百九十三号
所長　池田 ㊞ 判　事　田内収太郎 ㊞
判事補　藤本良興 ㊞
判事補　小泉忠武 ㊞
裁判言渡書
原告東京府下谷区平民
齋藤喜兵衛方同居平民
萩　野　賢　三
被告同府本郷区平民
大石むらお同府南足立郡平民
尾　上　新　蔵
娼妓廃業約定履行ノ訴訟始審ノ裁判ヲ為ス左ノ如シ
原告ニ於テ甲第一二号証ノ契約ニ依拠シ被告方ノ出稼キ娼妓ナル布施きくヲ廃業
致サセ度キ旨訟求スルト雖モ元来娼妓廃業ニ付テ座敷主トノ間ニ紛議ヲ生セシト
キハ明治十三年一月十五日警視本署酉第二号布達ニ依リ一応警視官吏ヘ訴ヘ出テ
其処分ヲ受ク可キモノナルニ原告ハ右布達ニ違背シ直ニ訴出ルニ付本案ノ裁判ニ
及ハサル儀ト心得ヘシ
但訴訟入費ハ原告ヨリ償却ス可シ
明治十四年十一月廿四日 東京裁判所
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30「芸娼妓稼中花山張取戻ノ訴」（京都裁判所、M14・12・15判決）［控訴審なし］
［明治］一四年［第］二千百十四号
裁決書
京都府下京区平民
藤井愛後見人仝組士族
原　告 志　村　俊　政
同組平民桑山菊太郎後見人桑山栄代言人
同府上京区第廿九組丸木材木町平民
被　告 神　戸源右衛門
芸娼妓稼中花山帳取戻ノ訴遂審理判決スルコト左ノ如シ
ヒ告於テ本訴花山帳弐拾壱冊ハ現今被告ヨリ原告ヘ係リ貸金催促ノ出訴ヲナシ其
計算ノ為メ該帳ハ尽ク証拠トシ提供シ置タレハ該訴ニ附帯セシモノニ付今原告カ
別ニ本訴ヲ起スハ不当ノ旨述レトモ［右計算ノ如何ニ係ハラス該帳ヲ所持ヲ為ス可
キ者ノ紛諍アルニ当リテ更ニ之レカ訴訟ヲ起ス又何ノ妨ケカ之アランヤ・・・削除］
抑本訴ノ花山帳タルヤ素ヨリ原告カ所有品ニシテ即被告ヘ対スル負債償却ノ為計
算ナス可キノ証タレハ原告於テ有用ノ旨申立之レカ返却ヲ促カスニ於テハ被告ハ
仮令ヒ別訴ノ証拠ト為シ置クモ之レヲ差押ヘ返却セサルノ理由ナキハ論ヲ待タサ
ルモノトス
右ノ次第ナルヲ以テ被告ハ原告請求ノ帳簿廿壱冊直ニ返戻可致事
但訴訟入費ハ被告ヨリ償フ可シ
明治壱四年十二月十五日 ［京都裁判所］
法 條 判 事 ㊞
田 中判事補 ㊞
31「娼妓稼計算訳立ノ詞訟」（大阪上等裁判所、M14・―・―判決）［初審・大阪
裁堺支庁判決なし］
明治十三年［第］千六百拾壱号
判事宇都宮 判事補中村勝
裁決書
大阪府西成郡平民
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大麻庄兵衛外壱名代人
仝府平民
原　告 鈴　木　伊三郎
堺県和泉国堺区平民江川嘉兵衛代人
仝県平民
被　告 平　井　菊三郎
娼妓稼計算訳立ノ詞訟大阪裁判所堺支庁ノ裁決ヲ不服トシ控訴及フヲ以テ審理ヲ
遂クル処
原告扣訴ノ要旨ハ原告第二号証明治十二年四月ヨリ明治十三年二月マテノ間原告
リウカ稼高幷ニ借金等差引計算書中線香壱本ヲ参銭三厘ニ立原告カ曽テ関知セサ
ル紙代等数多立替金ノ項目ヲ掲ケ且被告第壱号証乃至第四号証金額ニ利子ヲ附シ
居レトモ右線香ハ壱本ニ付金六銭五厘ニシテ又タ被告ヘ支弁スヘキ金額ハ原告第
壱号証幷ニ被告第二三四号証明記ノ外之レ無キニ付被告カ所得トシ得ヘカラサル
モノヲ除去シ線香壱本代価ヲ金六銭五厘ニ立テ累月ノ稼高六千三百六拾九本ノ代
価ト更ニ差引精算ヲ請ケ度旨申供シ被告ハ原告申立ノ通線香壱本代価ハ六銭五厘
トシテ客ヨリ請取ルト雖モ被告第五号証第廿二条第廿参条ニ登写スル通リ六銭五
厘ノ内弐銭二厘ハ喚屋ノ口銭トシ壱銭ハ送迎其他ノ手数料トシテ置屋ニ請取リ又
タ置屋ニテ客ヲ取リシトキハ喚屋ノ口銭合セテ置屋ノ所得トスルヲ以テ其残額三
銭三厘ノミ全ク原告ノ所得ト為ルモノニ付キ原告第二号証ノ通リ計算ヲ為シタル
モノニシテ其紙代其他ハ皆ナ原告ヘ立替ヲ為シ置タレハ差引計算ニ立ツヘキハ勿
論原告モ右計算書ヲ甘諾スレハコソ原告第二号証決算ノ際原告ハ不足金ノ内ヘ拾
円ヲ引渡セシナリ因テ原告請求ニハ難応旨申立ツ
弁明
原告カ娼妓揚代線香壱本ニ付六銭五厘ト主張スルハ原被ノ間ニ於テ別ニ契約有ル
ニ非ラス畢竟被告第五号申合規則第廿壱条ニ依リ証言スル者ナルヘシ殊ニ此規則
ハ娼妓ト席貸者トノ営業上一般ノ取締ニ係ル規則ナレハ仮令之ヲ熟知セサルトス
ルモ苟モ此仲間ニ在ル限リハ之ヲ遵守セサルヲ得ス然レハ壱本ノ花代六銭五厘ノ
内ヨリ三銭二厘ヲ喚屋置屋ノ口銭手数料トシテ引去ルコトハ申合規則第廿二条第
廿三条ニ明文アレハ決テ不当ニ非ラサルナリ又原告第二号計算書中月々三拾銭宛
ノ仲間入費ハ同規則第六条ニ壱ケ月金三拾銭宛稼人ヨリ弁出致サストアル入費ト
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認ムルニ付原告ニ於テ之カ弁出セシ証佐之レ無キ上ハ被告カ之ヲ立替タル者ト為
サルヲ得ス然リト雖モ権利ヲ得ントスル者ハ其権利有ルノ証ヲ挙示セサル可カラ
サルニ原告第二号計算書中税金席貸料衣類料食代仲間入費ノ五項ヲ除ク外原被間
ニ於テ契約セシ者ナリ又申合規則中ニ於テモ娼妓ヨリ出金スルノ明文見ヘス尤該
規則第廿五条ニ衣類幷ニ蒲団蚊帳ノコトアレトモ蒲団蚊帳料ハ衣類料ノ内ニ包含
セシ者ト認メサルヲ得ス何トナレハ蒲団料等ヲ若シ別ニ取立ツ者ナレハ衣類料同
様宜ク明記アルヘキニ条約書中独リ衣類料五円五拾銭トノミ記シ蒲団蚊帳ノコト
ヲ省キアレハナリ又条約書但書ニ紙湯銭云々ト記載アレトモ大概但書ナル者ハ本
文ノ脇ニ記スヘキモノナルニ否ラシテ義務者ノ姓名外ニ記シ且認印モナケレハ原
告ノ承諾セシ者トハ為シ難タシ然リ而シテ被告第壱号乃至第四号証ヲ除クノ外被
告モ亦之ヲ証明シ能ハサルヲ以テ之ヲ計算書中ニ加算スルヲ得ス既ニ之ヲ加算ス
ルヲ得スト決スル上ハ被告ヘ尚ホ預リ金之レ有ル計算トナルヲ以テ被告ハ其預リ
金高ニ応シ被告第二号条約書明文ノ通毎月貸金元利ヲ引取タル者ニ付最初ヨリ突
通シノ利息計算ハ是亦不当ナリトス又被告ハ原告第二号証授受ノ際計算不足金ノ
内ヘ拾円請取タルヲ以テ右二号証ハ原告カ甘諾セシトノ証トスレトモ原告ハ追テ
精算ヲ遂クヘキ積リナリシ旨弁駁スル而巳ナラス前顕弁明ノ通リ右二号証ハ現ニ
不当ノ項目ヲモ写載アルヲ以テ原告カ之ヲ甘諾セシトノ被告申立ハ採用シ難タシ
判決
右弁明ノ通ナルヲ以テ原告カ稼高線香六千三百六拾九本壱本ニ付原告ノ所得ヲ三
銭三厘トシ被告第壱第三四号証ノ元金及ヒ被告カ月次原告稼高ノ内ヨリ引取タル
貸金残高ノ利息ト毎月定メタル税金席貸料衣類料飯代仲間入費ノ五項トヲ差引計
算ヲ遂クヘキモノナリ
但訴訟入費各自費タルヘキコト
大坂上等裁判所
判　事　宇都宮 英 信
明治十四年　月　日 判事補　中　村 勝
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